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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・ P . T ゴムシ ー トJ

本1t./レヌヤ汐凶

- “ 万 能 合 成 ゴ ム " と い わ れ る E ・p ・T ( エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ タ ー ボ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ って つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ ィ ン グ - E B は 、 防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

・ 工 法 は 簡 単 に 、 性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

・ 建 築 物 の 屋 根 防 水 、地 下 防 水 、 地 下 鉄 防 水 、橋 梁 防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て虫子言平をいただいています 。

三 ツ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 ( 株 ) 浜 法 TEL ( 0122) 26- 5 6  7  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 ( 株 ) T E L  (03) 292- 2  6  6  1 代

東 京 高 山 工 業 ( 株 ) T E L  ( 03) 251- 0161 - 3  1301- 2 

東 京 ( 株 ) 三 柏 商 会 T E L (03) 251 ー 7517 ・8867

東 京 ( 有 ) 金 岡 興 業 T E L (03) 363- 4  3  4  1  

静 岡 ( 株 ) 三 井 工 業 所 T E L ( 0542) 85- 9  1  5  1  

富 士 ( 株 ) 三 井 工 業 所 宮 士 営 業 所 T E L (0545)  61 ー 1 6  8  8  

名 古 屋 中 央 建 材 工 業 ( 株 ) T E L  (052) 251一一 3 5  4  1  

金 沢 北 川 涯 脅 工 業 ( 株 ) T E L  ( 0762) 41- 1  1  3  1 代

福井北川涯青工業( 株) 福井営業所 T E L (0776)  23ー 1134 ・8847

富山北川涯青工業( 株) 富山営業所 T E L (0764)  21 ー 2218 ・41- 0391

新潟北川涯青工業( 株) 新潟営業所 T E L (0252)  45- 0  9  8  1  

大 阪 ( 株 ) 久 保 商 庖 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

大 阪 ( 株 ) 木 下 謹 三 商 底 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

大 阪 日本綜合防水( 株)大阪営業所 T E L (06) 329- 1  0  2  3 代

大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 T E L (06) 364- 9  0  1  5  

大 阪 ネオ ・ルーフィング防水( 株) T E L  (06) 341ー 7 6  0  8  

神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078) 51- 5  3  5  3 代

広 島 青 盛 謹 材 ( 株 ) T E L  (0822) 21- 2  2  8  1  - 6  

岡 山 青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 T E L ( 0862) 23- 8 2 8 5  - 7  

福 岡 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 T EL (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福 岡 ( 株 ) 工 村 社 T E L (093) 38ー 1 4 6 8 代

松 山 ( 株 ) 山 本 高 会 T E L (0899)  3  - 6  2  6  1  

A 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本社 神 戸 市長 田 区浜添 通 4 T  E  L  ( 078)  67  - 5071 大 代 表

支 庖 東 京 ・神 戸 ・名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・大 阪・ 金 沢
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製 造 ・ 販 売 ・ 施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本儲江戸惜3- 7( 第 2 三木ピル) 11l (  272)  1841代表

営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 1  2  5  ( 東洋ピル ) 11l ( 441) 1979直通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社

1  



- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. 本品は特に各部品の材料を l吟l床し、表面が銭

びないようボンデライジング加工を施した上

に防錆塗 装 をしております。

・ 焼付塗装仕上製品のf也に、 f也のf寺山し吊の I1宛

jJ 11 Ｈ 吊込後五Ｚか らｾ ｾ 出 する ＱＱ Ｑ Ｑ 分Ｉに ｳ U  S  27 

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化

も

- 弊 社 製 立 枠 付

ピボ ッ トヒ ン ジ

1;:. ... 

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん 。

R  

-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・園田守時_ "，-で -"  

相I: カバーをイJ けであります。

- 同il! i 告11分にナイロンベア リング及びスラスト

ベアリングを i伐人しであります。

. 5)11製の設計製作をも歓迎主主します。

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 つ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

サ レz .-， ・・ ・・ • 

只
〉

民

U
F

O

 

本軽快なワンタッチ

従来のゴム戸当りと違 って、ワンタ y チ

で軽〈接触するだけで、ホールドします。

本強い磁気力

磁気力が強力なため 、風力などであふら

れて離れるようなことは全然ありません 0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床周デ

ザイン のものも用意しております。

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 一 五 一 番 地

大 阪 (7 5 1) 3 6 5 3 - 5  

2  



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 第 2，3 回日本の伝統工芸を見る会ご案内

A. 第 2 回 「西陣織J の川島織本社工場の見学会

)0 

9 月28 日( 土) 1ζ 実施しました第 1 回の「西陣織」の見学会は西陣の

本場に分散し ている urr 工場の見学: でしたが，第 2 回は「西陣織」の総合

近代工場ともいうべき川島織物の見学会です。

日 時 10月19日( 土) 14 ∞ ( 集合) → 16. 30 ( 解散)

集合場所 京阪電車 ・三条駅北出口附近 ・目僚会旗

見 学 先 京都市左京区静市市原町265 妹式会社川島織物本社工場

行 程 14. 00 京阪三条駅前出発 ・出迎えのパス→川島織物工場見学

( 14. 40-- 15. 50)  15. 50工場発→ 16. 30京阪三条駅若 ・解散

定 員 30名

B. 第 3 回 「京漆器」 象彦の見学会

有名な京の漆ｾ ， 象ｾのｾ列 ｬ 易やお長塗 ・ ｩｩｾ 絵の工場を見学します。

日 時 10月26日( 土) 13. 30 ( 集合) → 15 ∞( 解散)

集合場所 京都市左京区岡崎公図前( 京都会館西側)

株 式 会 社 象 彦 前 ・回線会旗

見学時間 14. ∞--15. ∞ 

定 員 30名

附 記 故藤田 嗣治薗追悼展が朝日新聞社主催で岡崎の京都市美術館

において10月24日 ( 木) -- 11月24日( 日) の間，開催されますのでお帰

りにど覧になったらいかがですか。

- 上記 A ・B について

争

申 込 A は10月15日( 火) B は10月22日( 火) までに事業課へ

電話 (231- 9640) で申込みの乙と。先着順で〆切。
、

v  

‘ 伊奈製陶常滑工場とトヨタ自動車工場の

見学会 ( 共催・東海支部)

日 時 11月 8 日( 金) ・9 日( 土) 1泊 2 日

集合場所 8 日11. 30名鉄常滑駅前集合 ・目標会旗

徒歩 lζ て伊奈製陶本社へすぐそ乙

定 員 30名

申 込 往復はがきに| 絞ります。はがきには氏名 ，勤務先，役職，住

所，述絡先 ，屯話番号 ，郵便番号を必ず記入の乙と。

10月25日到着のはがきで〆切りますの

参 加 者 申込のはがきにより委員会で詮衡，祁iせんを行ない参加者30

名を決定します。申込者ーにはその結果を 10月31日までにお知

らせ します。参加者 lζ は参加証をお送り しま す。

費 4. ∞0円( 宿泊代その他)

程 < 第 1 日> 11月 8 日( 金) ( 伊奈製陶提供の貸切ノぜス使用)

・自由行動( 辺賃各自負担〉

( 一 一 一 古 屋 若( 2 等運賃￥1. 180)  

又は8. 00上木III J 発近鉄特急→ 10. 12名古屋着( 辺白￥9∞)

10. 40名鉄新名古屋発特急→ 11. 21常滑お( 運賃￥150)

11. 40伊奈製陶本社着， スライドにより工場の説明をきく ・

昼食 ( 11. 40-- 13.∞)  . 本社工場見学:後貸切ノミスにて東 ・大

谷 ・半田の 3 工場見学 ( 13. 00-- 16. 30) →17. 00 新舞子舞子

館者 ・宿泊

< 第 2 日> 11月 9 日( 上) ( 大林組促供の貸切ノゼス使用)

8. 30舞子tW; 発( 貸切ノミス ) →10. ∞ トヨタ自動車工場 P R ホ

ーノレお. P R映画観D : ( 10. 00-- 10.40) →元町工場見学 ・些

旧モー テノレK て昼食 ( 11 ∞- l 2. 30) →刈| 湖工湯ボテープレス

第 4J 切ifi 築工事→ III Lt UIJ 独身寮およびプレハ 7" アパート 新築

会

行

工事以上の見学 ( 13 ∞-- 15 ∞) →16 ∞名古屋駅若 ・解散

・参考 16. 46名古屋発特急乙だま→ 18. 05新大阪者

又は 16. 30名古屋発近鉄特急→18. 55上本町着

附 記 本見学会は伊奈製陶株式会社 ・トヨ タ自動車株式会社 ・株式

会社大林組名古屋支底，以上 3 社のご厚意とど歓待をうけて

催す乙とになりました。ついては ，同業の方や職務上全くど

関係のない人はお申込をうけても ，参加を遠慮願う乙とがあ

りますから ，あらかじめど了承おき下さい。

4 本年度第 1 回若い会員の集い小委員会

本年は . i建築の進歩と調和J を主題に企画を進めていくとと となり

その第 l 回を下記要項で開催いたします。何卒乙‘参加下さい。

日 時 10月29日( 火) 午後 61時- 8 時

会 場 本会 4 階集会室

テ ー マ 「建築のライフ」

ゲ ス ト 西沢文隆氏( 坂倉建築研究所大阪支所長)

岩本博行氏( 竹中工務居取締役技師長)

司 会 上凹稔氏( 事業副委員長)

申 込 20日までに電話で願います。

定 員 30名

4 鉄骨構造設計講習会開催通知

( 新規準案による設計例を主にして解説)

本年 2 月 9 日lζ 標題講習会を開催 し，たいへんな好評を得ました。再

度講習会を下記要領で開催いたしますので何卒多数ど聴講下さるようど

案内いたします。

日 時 10月25日 ( 金) 開場 91時・開会 91時: 0分→閉会 51時

会 場 大阪科学技術セ ンタ - 4 階 ・401号室

( 大阪市西区靭 1. 市ノミス籾公園前〕

科目・講師 ( 1順不同)

鉄骨構造の考え方

構造計画

構造設計

断面算定

鋼管構造と溶接設計

聴 講 料 会員 1. ( 問円 会員外 1. 3∞円

テキスト 『鉄骨・のデザインン J 2，α氾円

申込方法 10月10日ま でに ，氏名 ・勤務先を記入した申込書と聴講料 ・

テキス 卜代を添えてど面倒ですが事務局までお申込み下さ

い 。 申込者に聴ｾｪｙ ｊ 券をお渡しします 。ただ し 会場の都合もあ

り先着受付定員2∞名で締切りますので何卒 ζ 承知下さい。

工 学 博 士 鷲 尾 健 三 氏 ( 大 阪 大 学 )

木 田 幸 夫 氏 ( 大 林 組)

長田 正維氏( 大阪建築事務所)

宮川 達郎氏( 泉設計事務所)

若林嘉律雄氏( 日建設計工務)

4 日本学術会議第 8 期会員候補者の推薦

通知

来る 11月25日を期限として行なわれる日本学術会議の第 8J 閉会員選挙

について ，建築学部門の全国区並びに地方区候補者として，日本建築協

会より下記諸氏を推薦いたしま した ので，ご通知申し上げます。有権者

は楽権せぬようと注意下さいの

『

H

い

ユ一==

"

( 全国区)

仲 威雄氏( 東京大学名谷教授 ・束京屯機大学教侵 ・工学開士・現会員)

西山 知三氏( 京都大学教授 ・工学問士 ・現会員)

( 地方区)

f北海道〕大野 和男氏< J t尚道大学教侵 ・工学部長 ・工学問士 ・現金日)

〔近 畿〕前 IJI 敏男氏 (Jj( /: j $大学教段 ・工戸市主 ・工予事上)

3  
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常温で使えるアスフアルト

コυコトコート

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床工事に

セメント、砂、砕石 と混合 した独

得の床で、 一例をあげると各地日

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております。

( 株) シェル石油大阪発売所

大阪 ( 303) 7131

東京 ( 562)4646

福岡 (77)  1961 

己 ｉｊｾ 眉 ｪ 自

シェル石油 アスフ アル ト部 東京都千代田 区丸の内 2- 3 T E L (212)4371大代表

可

• 

、町

司e
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております。

く〉都市計画法要旨( その 3 )

第八都市計画制限等

1. 都市計画施設等の予定地における建築物の

建築については ，都市計画事業の施行として

行なうもの等を除き ，都道府県知事の許可を

要するものとし，永久構造物である建築物の

建築を許可しない乙とができるものとする 。

2  一定の都市計画施設等の予定地において

は，前項の規定にかかわらず，建築物の建築

を許可しない乙とができるものとし，乙の場

合，都道府県知事は ，土地の利用に著しく支

障をきたす乙ととなるため当該土地の買取り

の申出があったときは ，原則として，これを

買い取るものとする。

3.  一定の都市計画施設の区域又は市街地開発

事業 lζ 関する都市計画が定められた区域内の

土地について，都道府県知事等が土地の先買

いをする乙とがで= きるものとする の

第九都市計画事業の施行

l  都市計画事業は ，原則として，都道府県知

事の認可を受けて市町村が施行するものと

し，市町村が施行する乙とが困難又は不適 当

なものは建設大臣の認可を受けて都道府県

が，国の利害K 重大な関係を有するものは建

設大臣の承認を受けて国が，それぞれ施行す

るものとするほか， その他の者は ，都道府県

知事の認可を受けて都市計画事業を施行する

乙とができる ものとする 。

2  都市計 画事 業の用 ｬ ζ 供する土地 ｾｊ は，収 用

し，又は使用する乙とができる ものとする内

第 十 そ の 他

1. 建設大臣の指 示ｾ Ｚ

(→ 建設大陸は，国の利害に重大な|対係があ

る事項 lζ |認し ， 必裂があると 認め ると き

は，都道府県知事lζ 対し ，又は都道府県知

事を通じて市町村に対し，期限を定めて都

市計画区域の指定又は都市計画の決定さ5の

ため必要な姶置をとるべ きことを指示する

乙とができるものとする 。乙の場合におい

ては，都道府県知事又は市町村は正当な理

由がない限り ，当該指示 IL : 従わなければな

らないものとする。

仁j 前号の指示については ，次項第 l 号，第

二号及び第五号を準用するものとする 。

同 国の行政機関の長は ，その所管に係る事

項で国の利害に重大な関係があるものに関

し，第一号の指示をすべき乙とを ，建設大臣

K 対し要請する乙とができるものとする 。

同 建設大臣は ，都道府県知事又は市町村が

所定の期限までに正当な理由なく第一号に

より指示された措置をとらないときは ，正

当な理由がない乙と κ ついて都市計図中央

審議会の確認を得たうえで，みずから当該

措置をとる乙とができるものとする 。ただ

し，市町村がとるべき措置については . 建

設大臣がみずから行なう必要があると認め

る場合を除き，都道府県知事をして行なわ

せるものとする 。

国 都 道 府 県 知 事 は ，必要がある と認める と

きは ，市町村に対し ，期IINを定めて都市計

画の決定等のため必要な措置をとるべき乙

とを求める乙とができる 。

同 都道府県知事は，都市計図の決定等のた

め必要があるときは ，みずから，又は市町

村の要請に基づいて ，国の関係行政機関の

長に対して ，都市計画区域に係る国の計画

の策定等について申し出る乙とができるも

のとする 。乙の申出があった場合には，関

係行政機関の長は ，当該申出 iζ 係る事項に

ついて決定し，その結果を都道府県知事に

通知しなければならないものとす る。

2  他の行政機関等との調盤等

(→ 建設大臣又は都道府県知事は，市街化区

域lζ 関する都市計画を定め ，又は認可しよ

うとするときは，あらかじめ ，農林大臣と

協議しなければならないものとする 。

にj 建設大臣は ，市街化区域に関する都市計

画を定め ，又は認可しようとするときは，

あらかじめ ，通商産業大臣及び運輸大臣の

; 広見をきかなければならないものとする 。

日 厚生大臣は ，必要があると認めるときは ，

市街化区域及ひ、用途地域 lζ 関する都市計画

に 闘 い 建 設大臣に意見を述べる乙とがで

きるものとする 。

同 臨港地区 lζ 関する都市計画は ，港湾管理

者の申し出た2誌に基ついて定める ものとす

る。

同 建設大臣は，者ftl 市施設に関する都市計画

を定め，又は認可 しようとすると きは，あ

らか じめ，その設置等について免許，許可，

認 Ｂｊ ｾＧ の権限を有する国の 行 政機関の 長 に

協議しなければな らない ものとする η

同 建 設 大 臣，都道府県知事又は市問T村は都

市施設lζ 関する都市計画を決定しよう とす

るときは ，あらかじめ ，当該都市施設を管

理する乙ととなる者等に協議しなければな

らないものとする 。

3.  農地法の改正

農地法の一郎を改正して，農林大臣との協議

がととのって指定された市街化区域について

は，農地の転用の許可を要せず届出をもって

足りるものとする等の措置を議す、るものとす

るの

4.  土地基準の設置

都道府県又は指定都市は ，第八 2 の買収請求

及ひ、第八 3 の先買いによる土地の寅取りを行

なうほか都市計画施設の区域又は市街地開発

事業の施工区域内の土地，工場跡地の買取り

を行なうため，土地基金を設ける乙とがで‘ き

るものとする。

5  税制l上の措置等

国又は地方公共団体は ，都市計画の適切な遂

行を図るため ，市街化区域内の土地について，

その有効な利用の促進及びその投機的取引の

抑制K 関し ，税制上の措置その他の適切な措

置を講ずるものとする 。

6. 生活再建のための措置

都市計画事業の施工に必要な土地等を提供 し

たため生活の2基礎を失うとととなる者は ，施

行者K 対し ，替地の取得，職業の紹介，指導等

の生活再建のための措置の実施のあっせんを

申し出る ζ とができるものとし ，旅行者は ，

事情の許す限り当該申出 lζ 係る措置を講ずる

ように努めるものとする 。

7.  国及び地方公共団体の援助

国及び地方公共団体は ，市街化区域内におけ

る良好な市域地の開発を促進するため ，市街

化区域内において開発許可を受けた者に対す

る必要な技術上の助言又は資金上その他の援

助iζ 努めるものとする 。

8.  都市計画中央審議会等

建設省に建設大臣の諮問機関として都市計画

中央審議会を及び都道府県K 都市計画地方審

議会を設置し ，並び K 開発行為に関する不服

申立てに対する裁決等を行なうため都道府県

lζ 開発審査会を置くものとする 。

9.  施行期日

乙の法律は，別 IL : 法律で定める日か ら施行す

るものとする。

10 都市計画法等の廃止

都市計画法及び、住宅地造成事業に関する法律

を廃止するものとする。

( 都市計画法嬰旨 おわり)

5  
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気品と風格のあふれる床材

日本の感覚 . ｾｊｉＢｍ タイル

- g  

.. 

1  ， 

ｾ＠

、a

風 格 あ る ビ ル づ く り に一一一 いままでにない、頃品のある床材砂みなさまには初お目見えの色と模

様です。いつまでもアキのこないのが特長です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一一 ますます高紐化する最近のインテリア・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。ょせの優れた

技術と経験でついに登場させました。

- 色と機織は 12種類 ー豪華な見本帖を用意しております。ハガキにてお申し込みください。

ｾＢ。多ヌｾＭＱ t ι P.の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田 区 岩 本 町3- 11 T E L  866- 61 01 (代 ) 大 阪 / 西 区 京 町 堀 1- 74 T EL 441 - 5951 (代 )

、4
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読者の頁

投稿をおまちしております。掲毅刀

分には規定の稿料を差 上げます。

口 「都市アクセサリー」について 口

都市アクセサリーとは何か。それは，どのよ

うな現状認識から取り上けられ，その研究の目

的は何であろうか。僕は最近，都市アクセサ リ

ーと いう言葉を 聞き，同時に十数枚の写真を見

せてもらった。その夜に考えた乙とを ，主とし

て，もう一皮考えなおしてみた。その閥 ，他の

人の怠見も聞いてもいない。従って ，考え足り

ない点も多いだろうし ，はっきりと考えがまと

まらない点もある。 しかし ，あえて掲載さ して

いただくの は，われわれが都市アク セサリ ーと

リー ででも美しくしようとする人などであろう 多い。また道路機識を見る人は目 的地の乙とを

か。都市アクセサリーという 言葉は，大体の見 考えτ いるし ，公衆電話を利用するときは何か

当はつくが，考えてみるとちょっと途惑ってし 用があるときであり ，街灯のある夜道を帰る サ

まう。アクセサリーを手持ちの国語辞典によれ ラリ ー7 ンは，会社や家の乙とを考えていると

ば. i ①ブロ ーチ ・ハン ドバッグ ・服装の調和を いうように ，本来何らかの行動をしながら 利用

はかるための装飾品 ，②カメラなどの付属品J . するものである。立ち止 って観賞する乙とは少

同じく 英和辞典によれば「不服I o /J ・不帯物」と なし、。以上のようなものであるが，研究の最初

ある 。前者の辞典によれば，必ずしもなくても

よいが，あるときれい ，また楽しくなるもの ，

後者では必要なもの ，必要ではないが付いてい

るものの両者を含むであろう。具体的にいえ

ば，道路では ，道路標識 ・街灯 ・1U柱I G線 ・ガ

ードレー ノレ ・屯諾ボックス ・消火栓など，公園

・広場では ，ベンチ ・陸箱 ・l噴水 ・夜間照明器

具などである。なぜ途惑ったかといえば，まず

第ーに ，都市アクセサリーと呼んでいるが，そ

れは ，都市生活のため ，生命の安全のために ，

必要欠くべからざるものであり ，次IC . 例えば都

市供給施設では ，個々のデザイン ・機能より，

全体のシステムの検討が重品である ζ と。第 3

1ζ ，都市アクセサリ ーはアンバランスで，最低

水準を満たさないと乙ろが多く存在している ζ

となどによる 。おそらく ，問題の取り上げ方，

の段階としては ，都市アクセサリーを広く考え

て，広く資料を集めて分類する乙とにも意義が

ある。その分類の仕方の l つとして ，

①進んだ都市アクセサリー

②見捨てられた都市アク セサリ ー

③遅れた郎市 アクセサリー

①は進んでいて よろしいというの ではない

高速道路 ・ニュ ータウンの近隣センターなどわ

れわれの生活の進歩より速いと思われるもの 。

あるいは技術革新，前術的な もの。

②は消えてゆくアクセサリ ーであり ，保存な

どすべきもの。日本の古い伝統など現在に活か

すべきもの。

③はデザイン的考慮がなく ，工夫の余地があ

るもの。

いう 言葉を聞いたり ，または何かの本て‘ 読んだ 研究の仕方について議論が分かれる乙とであろ

①②③と分けて ，それぞれ改善また は創造に

より都市アクセサリ ーを向上させてはどうであ

ろうか。しかし ，一口に 向上とい っても ，資料の

収集分類は初期の段階であ り，次の段階に進む

には ，都市施設 ・7 スタ ープランなどについて

相当突っ込んだ、研究をや らないと進展しないで

あろう。 しかしまた ，膨大な都市問題を前に立

ちすくんでもならないと思う。今日示されてい

る高層化 した都市計画も味気ない点が多いし ，

生活様式 ・空間 ・諸施設に して も付け加える べ

き点が多いと思うし ，それは現在の都市生活か

ら発見または創造されるであろう 。す なわち，

国土計画 ・地域計画 ・都市計画と生活により密

接した生活空間との両方の進歩があって ，豊か

な都市ができるであろう。都市アクセサ リーの

問題 も閉 じく ，両面から考えねばならないと恩

りしたときに ，考えるであろう一つの怠見を出 ぅ。そ 乙で，僕の気ついた点を簡単に述べると ，

して，何かの参考に してもらおう と思 ったから (A) 都市アクセサ リー も，都市生活 ・都市の方向

である。また都市アクセ サリーと いう言葉は軽 を探しながら考えねばならない。 (B)都市アクセ

卒な感じ もするが，都市計画が重要視され，わ サリーは，都市の生活に欠く ζ とができないも

れわれの未来の夢となり ，デザイナーばやりの のが主で，ある水準の段階に迷する乙とと ，そ

今日，魅力ある 言葉でもあり，いずれ都市アク の水準の向上に努める必要がある。 (C)都市アク

セサリーと いう言葉が拡がり ，そのデザイナー セサリー の 設 置 ( 者) . 管理( 者) . 享受 ( 者)

なる者 も出てきそ うな気もするか ら，一つ の窓 lζ 各々問題があり ，それら三つがうまくいかな

見を出してみるのもよいと思ったからである。 ければ，満足すべき都市アクセサリ ーとならな

都市アクセサリ ーの線本は ，都市化と諸々の い。(D)デザインの問題，都市アクセサリ ーは，

都市施設の問題であろう 。都市化，乙れはこの 本来機能的な ものであ り，広場関係のアク セサ

ような現象が広汎に起 ζ りつつあるばかりでな

く，皮肉にいえば，乙れを扱った新聞 ，雑誌，

週刊誌の類，専門誌の情報も都市化に劣らず増

大している。都市化の急激 さと都市施設の不足

は，特 lζ 者ifiili 化へのシステムがない所に多く存

在するであろう。都市施設は現在不足している

ばかりでなく ，アンバランスである n 交通手段

・7 ーケッ卜 ・教育施設 ・娯楽施設 ・上下水道

の完備なとによる便利さは密住を促進するが ，

一方それらの施設により ，者Ildi 生活は "f 能であ

り，快適なものとなるぺそれに . tl idi へ流入し

た人々は ，都dj の魅力みたいなものを求めてや

ってきた人々もあろうが，厳しい経済条件( 地

域経済の不均衡発展 ，第 次 ・二次 ・三次必業

就業者数の変化等Ｉのもとに Ｎ ｾ所のねを求め

てやってきたのだ。その子供たちは tlldj で生ま

れ，郡市で育つのけれども ，現在の都市化現象

も，将来の都市の方向も ，まだ19J らかでない今

乙のような都市 化 の状態で ， 占 ｾｬ rI J アクセサリー

を取り上げるのは ，現在の占ifidi のli J Iζ ，また未

米の都市の LTI C . 美しい空間 ，112かな生活があ

る乙とを発見または予見している人 ・デザイン

lζ 目がない人 ・混乱した者lidi をせめてアクセサ

リー から屯線 ・マンホ ーノレに至るまで，デザイ

ン的な配忠に巾がある乙と 。(E) 享受者はもちろ

ん市民であるが，都市施設を当然とし ，慣れっ ζ

になっており ，生活の中で気つーかれないものが つ。 ( 兵蹴県営繕課 松 尾 久)
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口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その 21) ( 明治 11年 9 月 6 日- 8 日) 口

明治

11年 9 月 6 目 撃族会館のメンパー協議して ，会員の妾を邸外に倒う乙とを禁じ ，必らず邸宅内別邸

/1 / 1 1 /  

lζ 聞い ，また正妻のない者は妾の一人を正妻にすべき乙 とと す。乙の当時なりの矯風

迎動であり，四民平等の理想の現われだが，現実には平民の娘の妾を慌てて士族の主主

女にしてから縁組みしたという。それでも当時としては画期的な乙とだったろう。

東京横浜間鉄道に「往返切手J 創 設 。 上 等 ( 1 円50銭 ) 中 等 ( 1円) のみ 。 下 等

( 後の 3 等) はなし 。

1/  11 7 日 国産フランネノレ，紋羽織，木綿の輸出品を無税とする の

11 1/  11 背森県第二課が製造したレ ーフJ レ・ダラン ( 射の) J 干油) を内務省衛生局で試験 し

て，舶来品 lζ 劣らず . l1lt 価で便利であ ると折紙をつけた 。

ζ うしん，. 1

11 11 / /  伏見歓月紙畔，字lえ時1場で花火大会。径 6 . 7 寸，長さ 5 寸- 1尺 2 寸の大玉だけで

115本。近在よりの見物おびただしく ，同地の旅屋，料理屋のかきいれだったという。

/ 1 1/  /.ノ 内務卿伊 ｬｩ 長博文 ， 各府県 ｬζ コレラ流行の際の臨 ｈ 寺ｾ ＧＨ は各地の流行状況に応じてその
てらし

都度支出を指令するから ，それまでは明治 8 年太政官達第49号に照準処分するよ う

にと透す

1/  1 /  8 日
従五位木戸正二郎，京都と山口の墓参を済ませ，帰京。正二郎の父は木戸孝允。育IJ

年 5 月26日波。
( ! l i 京航北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣二)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I1I 1111I 111111I 11I 1111111I 11111111111111111111111111J 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111‘  
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明 るく行17i 紫な住い」をテーマに 50年、東洋陶器は、

洗 面 所 ・お 台 所 ・ トイレ ・浴 室 な ど 、 毎 日 た く さ ん の 水

を使い、 「明 るく、清潔」なことか、最も 強 〈要求される

衛 生 設 備 器 具 に つ い て 、数多くの優れた製品を生み出し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に ー

洗 面 器 ・メデイシンキャビネ ッ ト化粧 鋭

※ 快 適 な 「 水 洗 式 ト イ レ 」 に ・・ ・・・ ・

腰 掛 便 器 ・和 風 便 器 ・小便 器 ・手 洗 器

※ 一日の疲れをいやすお風自に ・

トー トライトパス ・ホーローパス ・外焚用 ・内焚用

カ、、ス釜

など、暮しを豊かにする「住いの衛生設備器具」のこと

なら 、すべて東洋陶器におまかせください。

衛生設備器具総合メー カ一

三7ogol ol<i

洗 面 所/ トイ レ / 浴 室 用 の 衛 生設 備 器具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営 業所 ・取 扱 j苫てで、ご相 談 下 さ い 。

8  

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 III:'J 川T 4  5  8  

営 業 所 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋

札 l腕 仙 台 は|

T E L  (093 )  53- 5 15 1  

北 九 州 ・ 広 島 ・ 高 松

、4

4  

‘  
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建 築 と 社 会

-
- ユ

-・・・圃
ス

ニュース原摘をお送りください。

. 公 団 新 千 里 東 町 団 地 ( 万博関係

外国従業員宿舎)

所 在 地 ・盤中市新千里東町 2 丁目( 千里ニ ュ

ータウン J イ主区)

敷地面積 : 約 10h a

団 地 名 ・新千里東町団地

計画条件 : 当団地は高居住宅約 6∞ 戸，中居住

宅約8∞戸の中高層混合団地とし て計画された。

施設関係については ，千里ニュータウンのマス

タープランに計画されてい る中央地区 センタ

ー，近隣センタ一等 Iζ 依存 し，団地内施設は集

会所，管理事務所とその周辺の広場，プレイ グ

ラウン ド， 遊び場等であ る。住宅のうち 中間約

8∞戸は万博関係、外国従業員( 約2. 000人) の宿

舎とし て昭和制年 10月( 開会 5 カ月前) から 45

年 10月( 閉会後 1 カ月) まで仮使用され，その

後は公団賃貸住宅にきりかえられる 。公団住宅

の標準タイプのうち ，タタミ床を板床，便所面

積の培加等の考慮がはらわれたが，仮使用後畳

敷IL修復する予定である 。

設計主旨 : 万博関係、外国従業員の宿舎 とし て約

1年間使用されるが，外人の生活様式を考慮し

て住戸内の設計について従来の公団標準タイプ

の多少の変更は必要であったが，住宅地として

の団地構成については特に万侍を意識 しなかっ

た。なお当団地の最も大きな テー7 は，中高層

混合団地であるというととであった 。中層と高

屈をし、かにかみ合せて均質な居住空間をっくり

出すか という乙とであった。一つの住宅団地の

計画にあたって，中居群と高層群が異質なもの

として対立 してはならなし、。乙の乙とを強く意

識 して，高屈をセンタ 一広場の空間構成の要系

として積極的に公共スペ ースに参加させ，高層

1棟と中層 1 :グループを対応するものと して怠

図 した。 中居グJ レーピングは囲み型配置を原則

とし， かっグノレーピング聞の連続性，図まれた空

間の柔軟性，画一性からの脱却等を留意 した。

千里ニュー タウンの 中に建設 して きた公団住宅

は10. ( 別戸になろうと している。乙の過程で一

貫 して追求されてきた配置手法は ，種々の制約

条件を受けながらも団地という居住空間の質を

いかに高めていくかという乙とであった 。住棟

による 外部空間の創出は ，共同ス ペースの性格

づけ と直結するものであり ，従来の平行型配置

から 囲み型配置への移行は共同 スペースのよ り

高次な共同性の獲得 という ととを 目指し てき

た。そ のために住棟としては南北軸住棟や通り

抜け住棟が開発さ れたし ，住棟に よって固まれ

た中庭の性格づけについても変化 してきた 。

東町団地は乙れらの成果! L 立って，ある怠味で

は乙れらの総合的な配置手法を展開したものと

いえる 。

位 計 概 要 一 覧 表

土地利用区分 | 面 積 | 土 地 |

l  l 利用率 |

1  m' 1 矧

高刊周 用 地 |い23. 0ω 1 22"' 1  磁Z諸託hd去2晶弘皆立叫州刷未和料料E見定i巨z

中 庖 用 地 1  6ω8.0∞0ω01  6“6  1  ｾｾ 戸 ，容積率制 Ｖ臼 ｬ 箔弘 Ｎ Ｑ 戸
I  v u， v V VI  u v  I  平均床面滋52. 03m'

センター広場5. 000m' . プ

公 共 用 地 1 10. 0001  10 1 レイエリヤ 3. 0∞ m' . プ

レイグラウンド 2.000m'

パー キ ン グ 戸数 の10%

そ の 他 1 2. 0001  2  1程度( 中厨 )20射程度 ( お

庖 ) . 法面等

団地外周道路 ( W= 12m)

計 1  103. 0001  100 1  ｾ ｏￕｏ ［Ｇ［Ｇ は大阪 府 企業局
によってつくられる

- 住宅の冷暖房はシステムで考え

ょう

M4 . i 器産業では，乙のたび 6 種のク ーリ ング

タワ ーの新発売により ，家庭の セン トラノレ空調

設備に関する全機種がそろったの を機会に "家

庭の冷暖房はシステ ムで考え よう" と 3 つの ナ

ショナノレセン トラ ル 冷暖房シ ステムを 発表 し

たの

(  1  ) 本格的セン トラ J レ冷暖房方式とし て，ナ

ショナルファン コイノレユニ ットシス テム。

( 2 ) セミ ・セン トラル冷暖房方式( 主要な部

屋を冷暖房，その他は暖房と給湯) と し

てナシ ョナJ レベス トエアーシステム 。

( 3 ) セン トラ ノレ ヒーテイン グと して，ナシ ョ

ナノレ温風暖房機( オートヒー ター〕シス

テム 。

乙れらのシス テムでは ，ナショナ J レ独特の冷

暖房俄ベスト エアーを効果的IC使ったセミ セン

トラノレ冷暖房システムが特に興味深い。

ベス トエア ーは，温水ヒ ーターと水冷式の冷

房機を l 台lζ 内蔵した冷暖房機で，デザイン 的

にもすぐれ，配管上からもスム ースにし 、く。乙

のベス トエア ーで居間とか寝室といった毎 日の

生活κ 大切な部屋だけを冷暖房 し， 他の部屋は

混水暖房機( オ ー トヒーター) で暖房するのが

セミ ・セントラノレ冷暖房のベス トエ アーシス テ

ムである 。

量 量 逼 面 面E 轟輯

睡圃

皇警璽璽璽

必要な設備機器は ，ベス トエ アー，温風暖房

機( オ ートた ーター) のほか，暖房 ・給湯源 と

しての自 動給湯機 ( オート ホッ ト) とポン プだ

けで，チ リングユニ ッ トとかク ーリ ングタワ ー

の必要はない( ただしベス トエ アーを 3 台以上

使うときはク ー リングタワ ーが必要) 。 ζ のベ ス

トエアー システムは どの程度の費用 ででき るの

かについて，ナショナ J レから資料がでてい るの

で参考までに示す。 7 部屋ある家 ( 2 階建，新

築) の2 部屋を冷暖房，他は暖房のみ とする。

。 ベストエア ー 2 台 514.∞0円

0 温風暖房機 ( オートヒ ー ター ) 6 台 157. 800円

。 自動給湯機 ( オー トホット) 1台 225. 000円

。 シス ター ン 9. 鈎O円

。 ポンプ l 台 29. 300円

合計 936. ∞0円

。工事質 ( 叡算) 420. 0∞円

。 したがって股備費総計 1. 356.∞0円

また部屋数の少ないときなど，ベス トエア ー

を全室lζ 使えば，完全な個別 コン トロ ール冷暖

房ができ る乙とになる。経質的にも 4 部屋程度

までなら有利 といった数字もでてい るようであ

る。 ( H )

1111111“1111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 1111111・

書評 「建 築 生 産 論」 藤 弁 正 一 郎 著 B 6版 l 鈎 頁 発 行 理 工 図 書 以 ￥ 1. ∞o

建築生産論というテ ー7 は， 誰もがとりあげたくなる テーマ だ。 それは "建築 とは何か" とい う

乙とを考える場合κ 必ずいきあたる 問題であるからだ。それだけで、なく ， 乙んにちの複雑な社会の

生産機構にあっては ， 建築をつくりだす全過程が問われなければ ，建築設計も建築施工もそ の占め

る位置なり主主義は何も分らないからである。 いく つかの論者は， 乙の問題にとりくんでき たし，ま

たとりくんで いる。 しか し，とりわけ著者をし て，他の論者 ときわだってユニーク にさせているの

は，また著者が執ように追求しよう としているのは . i建築創造のあり 方」 であろう。本書の特色

はζ の建築創造という立場をふまえて， 建築の生産過程をみよう としている点にあ ると 恩われる 。

設計行為というものの建築生産過程での正 しい位置づけを試みている点は敬服に値す る。 なかでも

設計の組織化の方向のなかに ， 組織を一つの装置として促え ， 情報交換装置と してのメ カニ ズム を

つくりだしていく一方，その同じ組織構造のなかに . i 非定形な関係と非公式な慣行」と いう非合理

的な ものをつくりだ していく乙と の 必要性を論 じてい る。 乙の プラ ウの いう ところの 「非定形な関

係 と非公式な慣行」はどういうも のか- … 。乙の点が著者 lζ 一番興味があると乙ろら しいし，また ，

どのような建築家が，乙 の非合理的な もの と， 情報交換装置とし ての合理的なメ カニ ズムと ，どう

統一させてし Rくか け本書はまさに 乙の点 lζ 鋭い 聞い をなげてい るのである。 ( M)

1'111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIItl l l l tl ltllltlll l l l tl tlUltl l l l l l l i l l l l l tlllllll rllllllll tll l l l l l l l l l l l l l l l l l1111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ボレ ＱＱＯ ＧＷｾ

軽 量 (比重 0.5コンク リー卜 11 の重量)

断 熱 (コンク リート の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法
ｾι＠ H  耐 火 キオ 料)

. シポレ ックスは工場、住宅から超高層ビ、 ルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適 です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

10 

京橋高層分譲住宅

設 計 大 阪 市住宅供給公社

施 工 佐 藤工業株式会社

使 用 場 所 外壁 、間仕切

唖豆吾妻D

ｾポレ ＱｉＯＧＷＢＧｘ 服売株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ 1 ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ビル )

電 話 大 阪 (443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  

.. 

苛



口写 真 と 慨 ｽ ｾを どしどしお送リ〈ださい Ｎ

凡例・ a. ;;I[ (正I也 b. .is築 ffuh'l c.  ｾｦｦｩｩ ｦｬＧｦ＠ d  情泣縦l込 c .  r. JijJ 

E E置圏

v  

361 兵 庫 県 私 学 会 館

設 ｾｉ 地工 株式会社竹中工務庖

a  . 神 戸 市 生 悶 区 北 長 狭 通

4 丁 伺 l の34

b  .  67 1. 32 m'  

c .  3，104 .78 m'  

d.  R C ，4 F ，8 1  

e  昭和42年 1 )J -II{{ 布1'13年 2 月

362 .  伊勢志摩ビーチホテル、、池の浦荘"

設計 彦 谷 理 築 設 計 事 務 所 ( 建祭}

全 日 本 コ ン サ ル タ ン ト醐 ( 土 木 )

地 工 大 成 建 股 棚、 大 日 本 土 木 幡 共 同 企 揖 体

a 三 重 県 ISI : . 会 1/日 ニ }i. ＱＱＱＱ 池 内ｾ ￭ｉｩ

b  .  1. 629 m
2  

c  6.333 m
2  

d  R C - M S R C.  8 2 .  5 F .  P 2  

c  .  ｉ 昭和 ＴＲＧｾＴ FI - I昭 和 43年 3 J-I 

特 徴 地 量 産 が' [ i ( ラ y プ ル コ ン ク リ ー ト 法 鎚

363 . 印 刷 機 械 貿 易 株 式 会 社

J幻 l' . 地工 。矢 島 建 設 練 式 会 社

a  . 泌屋川 I1112 里 町 4 6  0  

b  .  1，246. 2 m'  

c .  2，514 .l m'  

d .  S ， 2  F (一部 3 F )  

e  .  11百平U42年 10月- 1昭和43年 5 月

364 . 日 本 文 化 会 館

設計 彦 谷 建 築 設 計 事 務 所

地工 。株式会社 大 林 組

株式会社 松 村 組

a  大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 4 1  

b  .  289.09 m'  

c  3，200 .17  m'  

d .  S R C ， 9 F ， 8 2 ， P 2  

e  昭和42年 7 月~昭和43年 7 月
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U 366 . 柳 国 ビ J レ

設，.1' : 大 日 本 土 木 側 大 阪 支 底

一 級 縫 築 士 事 務 所

崎 I: 大 日 本 土 木 働 大 阪 支 底

a  大阪 rli .R E寺区生玉前町 2 9  

b.  247 .50 m'  

c.  1，573. 29 m'  

c.  d  HC .  6 F ， P 3 ， 

e  II({ 布142"1' 9 1 1 - 1I({制143i l乙6 )J 

、

367 .  関 西 電 力 共 済 会 館 京 都 支 所

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中工務庖

a  京郎市左京区岡崎円緋寺町23- 2

b .  360 .2  m'  

c  1，471. 2 m
2  

d .  R C ，4 F  

e  昭和42年 I I H- lI fl 干[143年 7 月

--.-..._- ｾ・ ｅ ・Ｍ ロ ＭＭＭＭＭＭＭ・ ｅ ・Ｍ・ ｅ ・ｾ・ ｅ ・Ｍｾ Ｍ

- ・・・・・・・・ 一一ー

368 奈 良 合 同 庁 舎

設 JI-: 近 銀 地 方 建 設 局

施工 株 式 会 社 浅 沼 組

a  .  ｾ ｾ 良市牧太路町 Ｒ 帯地

b .  642.4  m'  

c .  3 ，9 14  m'  

d.  R C ，8 1. 5 F ，P I  

e  .  11円引14211' . 6 }  J  - II({ 拘14351' 3  )  J  

369 . 上 草 公 民 館

ム;1・村 岡 実 一 級 建 築 士 事 務 所

助i 仁 三 草 建 設

a  .  ｊ￭ ｾＮ ｗ ｾ ｉｉｾ ｊｊｉｉ 点 ｭ ｬ 社町 一 ｬ 二 二 信 ＴＱＸ

b  .  283 . 9 m'  

c  .  339 .06 m'  

d.  R C ，2 F  

C  .  1I ({f Il 42年 9 月- 1昭和1431f 4  )J 
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ω
ω
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z

 

、" 社 独 自 の 技 術 で 開 発 し た

ッ キ 処理 鋼 板 で す 。 特 に 湿気

常 に 、

な や ま さ れ て い ま す が 、

トは; 、

特 殊 亜 鉛 メ

の 多 い 我 が 国 で は 、

ペ ン タ イ

鉄 の 鋳 に

こ才しを

正日月 と一 気 に 解 決 U た の が 、

すで

寓 食 の 心 配 がL 、 り ま せ ん ーー

コ ス ト ダ ウ ン を

も た ら し ま す ・・・

加 工 性 に 富 ん で い ま す ー

塗 装 に 最 適 で す ・.

ペ ン タ イ

2.  

3 .  

4 .  

5 .  

日新製鋼株式曾紅

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 丸 町 内 3 丁 目 4 帯 地 新 図 際 ビ ル T E L 東 京 ( 2 16 ) 大 代 表5 511

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 1 得 I也 ( 勧 銀 ピ ル ) T E L 大 阪 ( 202 ) 大 代 表13 31

名 古 屋 支 唐 名 古 座 市 中 村 区 笹 助 国 T 1丁 目 221耕 地 2 ( o;!t EB ピ ル ) T E L  名 古 民 ( 582 ) イt 表 60 61

営 業 所 札 帆 ( 24 ) 7524 ・ 広 !J ， ( 47 )  9456 ・ 八 怖 ( 67 ) 4 235 福 間 ( 28 ) 5304  

12  



クラスメー卜

41 (1日京都市立第一工業高校

( 現 洛陽工業高校) 昭 和 10年卒〕

前列左より( 敬称略)

岡 本 博 介 ( K K大林組尼崎工 '1>事務所長)

入 江 武 郎 ( K K あめりか属専務取締役)

黒 谷 俊 一 ( 日本住宅公団大阪支所盟 中世i 業所長 )

長 漂 孝 /京r.J 1工 芸 酬 は 学 施 設諜営繕係長1

l学校法人京部建築工業学校講師 /  

後列左より

桃 井 喜 三 郎 ( 京都市立伏 見工業Z・5等学校定時制 )

伊 藤 市 蔵 ( 岡鉄' ' XIII 工場設備課主幹)

二乞手 孝 ( K ｋ 竹中工 ｾｊ， ｉ ， ｬｦ 大阪本的作業所長 Ｉ

松 室 重真 Ｈ 松室建築設計 ｉｾ 務所長 Ｉ

中 島 貞 吉 (中1: 地 設 工 業 K K代表取締役 )

生 田 善 夫 ( K K 生! 日工務的取締役)

京百日ロ ， ｉｉ［ｾ ホテルに て

母校、! 日京行11市 立 第一 工業ザー校 (: 現 治 防 工 業 高 校 ) は 明 治28年 、 市 立 染 織 講 習 所 と し て 設 立 さ

れ 、 建 築 科 は も っ と も 遅 れ 、 も っ と も 早 〈 消 滅 し た 学 科 で あ る ( 創 設 、 大 正14年、 H召和27年

現市立伏見工高へ移る Ｉ ｯ ｀［ 築科卒業生 は Ｒ ＴＱ 国約 ＷＸＰ 名で、現生存者約 ＶＵＰｾ 引が 全閏で 活躍 中 で

ある 。 わ れ わ れ 昭 和10年 半 生 は 緒 建 会 と し て 横 の述 絡 を と り つ つ 現 在 に 至 って い る が 、 総 勢

33 :Y， ｲｬ Ｂ 、生き残り ＲＰ 名で、 Ｇ￬ 袋 ｾ ｬ の 最大 の 被害クラスである 。 こ の 機会に同窓物故者の ｩ 卸めい

も百を E文めておネJT り い た し た い 。

伊 藤は ク ラ ス 一 帯のノ ッポ。 野 球 部 の エ ー ス と し て 京 間 沢 村 投 手 と 京 都 予 選 で 張 り あ っ た サ

ウスポ ー 。 野球にひかれ国鉄 ｊＮ ｬｾＺｩ 取工場から都市対抗に ｬ れたのが自↑長 。

生 田 は制l戸 市 役 所 一 大 谷 重 工 兵役、 復 只後は建設会村ーを経て、現在 神 戸 で 自 営。

入 江、 終 始 あ め り か 屋 に 勤 め 、 7 ジメ人 1:: 1で と お る 。 級 友 中 - 1昏 大 き い 子 供 さ ん が あ る 答。

岡 本 、 こ れ も 7 ジメ で 大 林 組一 本。 小 l唄 、 麻 雀( こ の 方 は 仕 事 よ り ) を 得 意 と す る 。 こ れ で 7

ジ メ 人 間 で 通 っ て い る の は ア ッ パ レ 。

黒 谷 は 趣 味 多 彩 、 在 学 中 は 音 楽 部 で ク ラ リ ネ ッ ト ( ?  ) を 奏 し 、 ま た 油 絵 の 行 動 美 術 入 選 作 あ

り。 京 都 府 庁 て 世7建 築 → 大 阪 l荷 庁 → 応 荷 → 戦 後 住 宅 公 団。

土 手 は 平 九 中 の 平 凡 、 取 仰 の な い 人 格 者。 竹 中 工 務 府 本 船。

中 島 、 目 立 た な い 存 在 だ っ た が、 戦 後 は め き め き 芽 を 出 し 、 京 行 日 建 設 業 協 会 の中 堅 ど こ ろ 。

日IIl'] 日には 、 同 級 の松 室 長ι R を つ れ て 魚 釣 り に 行 く 。 その他ゴノレフに堪能。

松室 は長谷部 ・ 竹 ＱＱ 要建築事務所、海軍徴用、戦後山下寿 ｭｬ 設計事務所を経て ｾｾｨ 立 。 目 ｆ 、川

事守りに夢h わである 。

桃 井 は 勉 強 の 虫 で な か 主 か の 努 力 噌。 f咋: 鉄就職、兵役後18年 改 め て 名 古 屋 高 工 に 入 学 し て い

る。 現 在 若 人 を 教 え る に 生 き が い を 感 じて いる 。

長沢 は 一 番のチビ、気 の ｾｦｮ ＮＮＮ、ところもあ ったようで 、級友と口論、ナイフで左指を ｦｴｾＮ つけら

れ た こ と も あ っ た ( 被 害 者 で も 加 害 者 で も な し、 自 分 で か つて tBた 結 果 ) 。波 i向、応召、 復 員

後 は 去 勢 さ れ た 状 態。

こ の ほ か 、 今 井 正 降 、 岡 村 元 二 、岡本博昔、 片 岡 市 之 助 、 金 井 考 太 郎 、 田 中主Ir u1t 、 "1" 1斗新 一

郎 、 彦 谷 邦一 、 山 岡 弘 人 、 湯 川幸 男 の 1' ，氏が治日程 "1" 。 ( 長選記 1
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ｾ Ｇ＠

噛，

眉 寿

建 築 界 の 長 老 内 田 祥 三 先 生 の 眉 奔 祝 賀 会 が 去 る 7 月 13日 ホ テ ル オ ー ク ラ で 催 さ れ た 。 主 催 は 先 生 の 作

品 集刊 行 会 で あ る 。 会 は 盛 大 に 行 な わ れ 、 先 生 は ま す ま す お 元 気 の 様 子 に 伺 わ れ た 。 お め で た い 次 第

で あ っ た 。

普 通 長 寿 の 祝 と い え ば 、 ま づ6 0の還磨、 70の古稀、 77 の喜寿、 88の 米 寿 と い う の が 普 通 で あ る 。 先 生

は 今 年83 である 。 こ れ が な ぜ 眉 寿 と い う の か 疑 っ て し ら べ て み る と 次 の よ う な こ と が わ か っ た 。

眉 奔 は 詩 経 に あ る 。 詩 経 は 日 本 の 万 葉 集 に 相 当 す る 。 周 の 泰 平 の 世 に 、 地 方 の 国 々 か ら 、 お 国 ぶ り を

歌 っ た 詩 が献 上 さ れ 、 こ れ を 集 め た の が 国 風 と い う 篇 に の っ て い る 。 原 文 は 当 用 漢 字 に な い 字 が 多 い

か ら 省 略 す る が 、 そ の 中 に 年 中 行 事 を 歌 っ て r 6 月 に は ナ シ と ユ ヅ ラ ム メ を 食 う 。 7 月 に は ア オ イ と

マ メ を と る 。 8 月 は ナ ツ メ を 割 る 。 10 月 イ ネ を か る 。 春 に な っ て こ の イ ネ か ら 酒 を 作 り 、 も っ て 眉 寿

を タ ス ク 」 と あ る 。 タ ス ク と い う の は 層 寿 の お 祝 を 賑 わ す こ と で あ ろ ・ぅ。多分、毎年、村の長老の寿を

お 祝 す る 年 中 行 事 の 1 つ で あ っ た ら し い。 ( A )  

建 築 家 と 政 界

参 議 員 選 挙 の ほ と ば し り も す っ か り き め 切 っ た 昨 今 だ か ら 、 勝 手 な こ と を い わ せ て 頂 い て も い い た ' ろ

う。 我 々 の 建 築 士 会 を 後 援 の 団 体 と し て 全 国 区 に 出 ら れ た 快 男 子 の M氏 、 東 京地 方 区 の 前 議 員 の I 氏、

お二 人 と も が 我 々 の 期 待 に も か か わ ら ず 、 落 選 さ れ た こ と に 反 省 す べ き 余 地 は な い の だ ろ う か と い う こ

とを考える 。 と い う の は 建 築 界 か ら 出 馬 さ れ る 場 合 、 自 民 党 の み か ら 公 認 を え て で る と い う こ と が 常

識 的 に な っ て い る 姿 勢 、 な い し 感 覚 が 問 題 な の で は な か ろ う か。 す で に 大 都 市 に お い て は 与 党 は 最 大

多 数 の 国 民 の 支 持 を え て い な い 。 し か も な お 与 党 が 完 全 に 政 界 を 支 配 で き る の は 選 挙 制 度 の か ら く り

に よ っ て い る か ら だ と い え よ う 。 全建 築 産 業 に 働 く 人 々 か ら 見 れ ば 、 ま こ と に 旧 い 自 民 党 ( も っ と 脱

皮 し て ほ し い も の だ が) に つ い て ゆ け る も の は 何 分 の ー にしかすき、ないのである 。 わ が 国 に お い て 建

築 家 と い う も の が 常 に 休 制側 に 立 っ て し か も の が 見 ら れ な い よ う な 欠 点 は 是 非 改 め て ほ し い も の だ。

今 で は 引 退 し た 一 代 の 革 命 家 ス カ ル ノ も 建 築 家 で あ り 、 ま た 戦 う 南 ベ ト ナ ム 解 放 民 族 戦 線 の 副 議 長 フ

ェン ・タン ・フ ア ソ ト も 建 築 家 で あ る (  B )  

プ レ ハ ブ 組 立 工

建 物 全 体 の プ レ ハ ブ あ る い は 部 分 的 な プ レ ハ ブ 建 築 が 多 く 見 ら れ る H寺 代 に な っ て き た が 、 こ の プ レ ハ

フ 令 部 材 を 組 み 立 て る と き に 心 ず 問 題 に な る の は 、 ど の 職 種 に こ の 組 み 立 て を 担 当 さ せ た ら よ い か と い

う こ と で あ る 。 純 構 造 的 な プ レ ハ フ。部 材 の と き は 鳶 職 に 担 当 さ せ る こ と も で き る が 、 化 粧 的 な も の あ

るいは 化 粧 的 な 構 造 部 材 な ど に な る と 、 数 多 く の 取 材 重 ( 鳶 、 大 工 、 石 工 、 鍛 冶 工 な ど ) を 集 め て 相 番

で 組 み 立 て る よ う な こ と に な り 、 労 務 費 節 減 の 実 効 は あ が ら ず 、 管 理 面 で も 手 数 が か か り 、 か え っ て

プ レ ハ フ 。 建 築 を わ ず ら わ し い も の に し て い る 。 こ れ は 過 渡 的 な 現 象 と し て あ き ら め ざ る を え な い こ と

か も 知 れ な い が 、 プ レ ハ フ 相i材 の 組 立 工 と 呼 ぶ 多 能 的 な 新 職 種 を 養 成 す る 必 要 が 痛 感 さ れ る 。 プ レ ハ

ブ 建 築 に か ぎ ら ず 、 建 築 は t I 寺 代 と 共 に 少 し づ っ 変 化 を し て い る と 思 う が 、 そ れ を 担 当 す る 職 種 が 相 変

ら ず 三 役 中 心 で あ る ところに 、 考 え な け れ ば な ら な い い ろ い ろ の 問 題 が あ り そ う だ。 ( C )

健 康 と 長 寿

彩、の在籍してゐる L クラフ。の会員 74 名 の う ち43 名 ( 58ノマ一セント ) は 明 治 生 れ で 、 更 に そ の う ち の85

ノマ一セントは 65オ 迄 で い づ れ も 関 係 会 社 の 代 表 、 ま た は 経 営 者 と し て 現 在 第 一 線 で 活 躍 中 の 人 々 で あ る。

事 業 団 は も と よ り 、 社 会 的 に も 、 家 庭 に お い て も 、 重 要 な 地 位 と 立 場 に あ り 、 住 々 に し て 心 身 共 に 酷

使 す る 場 合 が 生 じ 易 い 。 そ れ に JI 煩 じ て 求 め ら れ る の は 健 康 で あ る 。

戦 後 特 に 医 学 全 般 に わ た る 著 し い 進 歩 に よ り 、 我 国 男 子 平 均 寿 命68 .9年、 男 女 平 均71オ 以 上 と 最

近 発 表 さ れ 、 全 世 界 長 寿 国 第 5 位 に 躍 進 と は 全 く 驚 異 の ほ か な い。 誠 に よ ろ こ ば し い こ と で あ る 。 し

か し 僅 か な 期 間 に も 知 人 等 を 含 め 他 界 さ れ た 方 の 大 半 は 60オ 迄 と い う 暗 い 面 も あ り 、 誠 に 悲 し い 現 実

である 。

過 日 講 演会 に て 「 ヨ カψ 修 行 場 導 師 沖 正 弘 氏 」 の 話 を 聞 き 、 す べ て 人 間 の |歯 み 、 病 気 な ど一 切 の 原 因 は

個 人 の 毎 日 の 生 活 態 度 、 即 ち 心 づ か い の 結 果 の 現 わ れ で あ り 、 日 常 生 活 の 精 神 面 も 含 め て 正 し け れ

ば 悩 み 、 病 気 な ど は 全 く な く 、 健 康 そ の も の で 日 々 が 楽 し く 暮 せ る と 、 実例 、イ本! 検を交えて、自信訟を

る る 話 で あ り 、 心 か ら 共 感 か つ 感 銘 を 受 け た 。

私 の 信 仰 し て い る T 教 の お し え に も 人 間 み な 慾 が あ り 、 至 当 の 慾 は よ ろ し い が 強 慾 、 食 慾 を '1英 し み 毎

日 感 謝 で 暮 す こ と が 健 康 に 通 じ る 道 で あ る と 聞 か さ れ て い る 。 人 生 す べ か ら く 70オ 迄 は 健 康 で 働 き 、

i't 重 な る 体 験 、 経 験 を 活 か す こ と が 社会 へ の 貢献 で あ り 泣 元 に も な る。 全 〈 素 晴 ら し い こ と で あ る 。

(  D )  
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都市の再開発・未来都市等，都市問題の

一特集都市のアクセサリ
また人口の集中化，重要性が議論され，

高速道路の建設等により日々変貌をつづ

この現状の中で都市のアけている都市，

クセサリーに焦点をあてることには問題

があるかも知れない。

しかしどのような時点においても ，都市

のアクセサリーは存在するだろう 。案外

大した問題とは恩わ身近な問題であり ，

れないだけに ，都市のアクセサリーは見

e

s

B

 

過され，簡単に片付けられているのでは

なかろうか。

必要に都市のアクセサリーのなかには，

，

a
eち

-
e
・

アクセサリーよって生じたものが多く ，

的要素として消化されていない限り ，都

市美化に役立たないであろう 。

これらのアクセサリ手近な問題として，

もっと建築家，美術家，ーについても ，

より 積極的に提案すべ各デザイナーが，

ヨ

より都市全体として綜合的にきであり ，

とり上げるべきでなかろうか。

これらがとり上げられ本特集によって，

るきっかけにでもなればと願っている次

( 西村作品作風小委員会主査紀〉第です。
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回都市のアク セサリ ー
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固特論

次号は 「第15回青年伎術者特集」をお送 リします。
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都市のアクセサリー

一一 道 路 ・ 広 場 公 園 ・ 建 物 に 附 属 す る ア ク セ サ リ ー を 写 真 で 探 る



西 ドイツ・カ ーメン，交通標識橋

i董路に付属 するアクセサリー

古屋ずき革、T 咽 現 在 の 都 市 問 題 を 考 え る 場 合 、 各 都 市 と も 特 に 大 都 市 で の 交 通 問 題 は 大

X lI!!.NO. l  
- ー一 一 き な 悩 み の一 つ で あ り 、 そ の 交 通 量 に 対処 す る た め交 通 標 識 類 ・信号等

も 多 く な っ て 当 然 で あ ろ う 。 し か し こ の 標 識 類 ・ 信 号 な ど も 現 在 に お い て は 少 く と も 都 市 美

観 の 妨 げ に な っ て い る 場 合 が 多 い よ う に 思 わ れ る 。

標 識 類 の 大 部 分 は 、 車 の 運 転 者 を 対 象 (0 0) と し た も の で あ る が 、 目 的 は 注 意 を 促 す た め の

も の と 便 宜 を 図 る た め の も の と に 大l . J IJ できる 。 前 者 は 統ー さ れ た も の が 多 く 、 個 々 の ? ー ク

も コ ン パ ク 卜 に ま と ま って い る が 、 取 付 場 所 に 複 数 の も の を 一 緒 に 取 付 け る 場 合 な ど に も う

少 し 工 夫 が 欲 し い (0 0 )。 後 者 の 場 合 は 種 々 様 々 で 、 型 ・ 色 ・取付場所 な ど も 統一 性 に 乏 し

く、改良 の 余 地 も よ り 多 く あ る (0 )。 信号 機 は 最 近 歩 行 者 専 用 の も の な ど も で き て 便 利 に な

っ た が (0 ) 、 一方 複 雑 な 交差 点 な ど 数 が 多 過 ぎ て 却 っ て 困 る 場 合 も あ る 。



道 路 に 付 属 す るアク セ サリ ー

点 通No. 2 道 路 の分 離 帯 側 歩 道 僑 ゲー ほ ど は 各 々 の用 途 の 他 に 肺 糊 の

- - マ ー 中 の ア ク セ サ リ ー と して 美 観 的 に も 大 き な 役 割 を 果 し て いる 。 街路樹・

花 壇 な ど 繰 の あ る 分 離 借 ( 0 ) はそ の 附 近 全 体 の雰 囲 気 を 良 く し て い る が、 概 だ け の 分離 帯 な

ど は 街 を 殺 風 景 に し て い る 場 合 が 多 い。 今 後 改 良 し た い も の で あ る 。 最 近 目 だ っ て 多 く な っ

た 歩 道 僑 (8 0) も都 市 の 美観 に は 逆 行 し て い る 場 合 が 多 〈 、 ま た他 の 建 造物 に比 較 して 見 劣

り す る も の が 多 い 。 今 後 の 交 通 事 情 を 考 え る と 設 置 数 も 益 々 培 加 す る と 考 え ら れ る の で 、 地

下 道 の 採 用 な ど も も っ と 多 く し た い も の で あ る 。 橋の手摺などは新! 日を間わず比較的デラ ッ

ク ス な も の (8 0 ) が 多 い の で 街 の 美 化 に も 役 立 っ て い る 。 高 速 道 路 の ゲ ー ト ( 0 ) や 最 近 の 地

下 鉄 入 口 な ど は 機能 美 も あ り 、 抵 抗 を 感 ず るものは少くなった。 その 他 駐 車 メ ー タ ー (0 ) 、

ポ リ ボ ック ス な ど 路 上 に 不 必 要 な も の は 姿 を 消 し つ つ あ り 良 い 傾 向 で あ る 。

西ドイツ・パ ッテンシ ャィ ド，人道橋
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道路に付属するア クセサリ ー

伝達Ｈ通 ｭ ，ｾ 内Ｉ 全般的に見て 各々 の デ ザ イ ン は 優 れ て い て も 設

、/・' 置 場 所 ・ 環 境 が 盤 備 さ れ て い な い た め 、 そ れ ら の 良

さ を 発 揮 す る こ と が 出 来 ず ま た 機 能 も 充 分 に 満 た さ れ て い ぬ こ と が あ る 。 @ の例は電柱、

その往 位 、 地 名 J也区 の指 定 線 、 ご み 箱 、 掲 示 板 が 雑 然 と 並 ん で お り 、 大 変 見 苦 し 」 、 。@ の 案 内

道 様 は 歴 史 の 流 れ も 感 じ ら れ 、 ま た 良 〈 環 境 に " ，"/ チ し て い る 。 時 計 塔 は 必 要 性 が 薄 れ て き

て 、 特 定 場 所 以 外 か ら は 序 々 に 姿 を 消 し つ つあるが、 @ は 機 能 と 共 に 都 市 の 憩! い の 場 と し て

も 活 用 さ れ て 、 ア ク セ サ リ ー と し て 好 例 の ひ と つ で あ る 。 美 術 館 の 前 で 見 た 広 告 塔@ は 、 シ

/ プノレ な 形 で 雰 囲 気 を 出 し て い る 。郵 便 ポ ス ト や 電 話 ボ ック ス は 全 国 共 通 の デ ザ イ ン で な

かなかゆき届いており、環境によ って は 良 い ア ク セ サ リ ー と なっ ている (e >。都 市 の 電 力 需 要 が

急 速 に 伸 び る に 従 い 、送 配 電 柱 は 、 ち ま た に 氾i監 し 、 電線 は 空 を 被 う ば か り と な り 、都 市 美

化 に 大 き な 隊 害 と な っ て い る:0 )。 新 し い 街 づ く り で は 、 ぜ ひ 地 下 埋 設 に す べきである。



道路に付属するアクセサリー

供 給 道 路 の 供 給 施 設 と し て 目 立 つ の は 街 路 灯 と 聞 と い っ た 施 設 で あ ろ う 。 街 路 灯 も

高 速 道 路 ・大 団 地 な ど 計 画 的 に ま と ま っ て 設 置 さ れ る 場 合 は 環 境 と の 調 和 を こ わ

し て い る 例 は あ ま り な い よ う に 恩 わ れ る (0 0)。 都 市 環 境 上 の 調 和 を 乱 し て い る 場 合 を み る

と 、 建 物 と 街 灯 お よ び 電 柱 、 電 線 と の 関 係 に 問 題 が あ る ($ ) 。 木 柱 は コ ン ク リ ー ト 柱 に 変 っ

て い く が 、 ク モ の 巣 送 電 線 も ケ ー プ ル 化 し て 無 く し た い も の で あ る 。 色 彩 ・形 状 の 斬 新 な 改

革 を 促 進 す る こ と に よ っ て 公 共 的 な 街 路 灯 な ど が シ ン ボ ル 化 さ れ 目 立 つ こ と が 、 ま ず 美 化 へ

の 前 進 の一 歩となろう (0 . )。 ま た 消 火 栓 ・? ン ホ ー J レ と い っ た 施 設 は 目 立 つ べ き も の と 道

路 な ど に 埋 設 す べ き も の と が あ る が 、 目 立 つ べ き も の に 、 い さ さ か の 美 的 考 婚 、 も 加 え ら れ て

い な い も の が 多 い (0 )。 こ の 辺 で 機 能 性 だ け で な く 街 の ア ク セ サ リ ー と し て も 見 ら れ る も の

に な っ て 欲 し い も の だ。

}  ｉ ｾ＠ 1
1  

ドイツ・コブレンツ



道路に付属するアクセサリー

処 理 急 激 な 都 市 化 仙 、 処 理 施 設 も ま た 地 え て い く が 大 き な 公 共 施 設 に 統 合 で き な

い も の 、 す な わ ち 、 く ず 入 れ や 吸 穀 入 れ な ど 常 に 身 じかに 必 要 な も の は 都 市 の 中

に 残 っていく。 そ れ を ど の よ う な 形 に す れ ば 機 能 的 に 充 分 で与且 つ 美 的 な ア ク セ サ リ ーと もな

り 得 る だ ろ う か ( 0 ) 。しかも 道 路 と い っ た 動 的 な 場 所 に 置 か れ た 場 合 、 そ れ ら は 例 々 の 美 か

ら で は な く て 、 都 市 生 活の リ ズ ム の 中 で 評価 し な け れ ば な ら な い (8 8)。 す な わ ち 、 都 市 が

メ チ ャ ク チ ャ で あ る か ら フ ラ ワ ー ベ ー ス で も 置 い て 少 し で も う る お い を 与 え よ う と い う の で

は な く て 、 都 市 計 画 が な さ れ 、 そ れ に 付 随 す る 処 理 施 設 が 巧 み に 工夫 さ れ て 計 画 的 に 存 在 し 、

な お 充 分 な 管 理 も な さ れ て 生 き て く る も の と 思 う ( 0 0)。 た と え ば 側 溝 、 排 気 浴 な ど で 、 小

さ な も の は 都 市 施 設 の 中 に く み 入 れ ( 道路共同調理、建物などと 一 体 に し て )、 大 き な も の は 都

市 施設 のー っ と し て 壬 の 造 形 美 を 考 慮 し て デ ザ イ ン す べ き で あ ろ う (0 )。



道 路 に 付 属 す る ア ク セ サ リ ー

美 観 泊目各の美しさは 市 民 生 活 叫 要 な う る お い を 与 え る も の と し て もっと も考慮

さ れ な け れ ば な ら な い も の の ひ と つ で あ る 。 こ れ らは、 総 合 的 な 都 市 計 画 の 実施

に 依 ら な け れ ば な ら な い が 、 部 分 的 に は 自 然 の 美 し さ 、 人 工 的 な 美 し さ 、 に 依 う て も 左 右 さ

11. るもグコと .' i!!， う。

者11市 に お い て 、 美 し い 建 物 を 造 る こ と も さ る こ と な が ら 、 道 路 の 美観 と し て は 、@の よ う な 美

観広場を造る場合、 0 8の よ う な 街 路 樹 、 緑地 帯の設置、 。 @のような 花壇 に よ る 緑化 を行う

場 令 、 ま た 住 宅 団 地( 公 図 書宇) に 見 ら れ る 天 然 地 形 の 保 存 、 そ れ に 街 路 照 明 書 事 を 造 る 場 合 な ど

あ る が 、 周 囲 の 環 境 と よ く ? ッ チ し た も の を 設 け る よ う に 心 掛 け た い も の で あ る 。 し か し 現

代 で は 、 こ の よ う な も の は 少 な い 。 @ は 、 置 き 去 り に さ れ が ち な 川 の 端 を 緑化 した良き 一例

で あ り 、 心 の 安 ら ぎ を 得 る 。 た だ し 道 ゆ く 歩 道 で な い の は 残 念 で あ る 。

区芸尽Y ?;;弓ウ7

壁「司自:・泊三Jt ri



ニューヨーク・ 7 ンハ ッタン野外舞台

広場・公園に付属するアクセサリー

晶，旦事長終 者11市 の 中 に あ っ て 大 人 達 は そ の 肉 体 を 自 然 、 の 中 に 溶 け こ ま す よ う な 遊 び 場 を 、ま

月 F 、.........、 た 必 然 的 に 遊 び を 失 な い つ つ あ る 。 ポ ー ト 遊 び な ど は そ の 残 さ れ た も の の 唯 と

も 言 う べ き も の で あ ろ う か ( 0 ) 。 今 や 彼 等 に と っ て 遊 び と は 、 あ る 極 の ギ ャ ン ブ ノ し か 、 ポ ー

リ ン グ な ど の 高 j主 に 商 業 化 さ れ た も の に す ぎ な い 。 一 方、 内全迷にと っ ては、 j経 ぴ ! i 彼 らの

生 活 の 必 須 の 音11分 で あ る と 同 時 に 、 彼 ら の 生 長 そ の も の を も 決 定 づ け る も の で あ る 。 た し か

に 大 人 が 与 え た 町 の 児 童 公 園 も ($ 0) 、 苦 肉 の 策 と し か 思 え な い 高 速 道 路 下 の 過 び 場 (8 8)

も 子 供 に と っ て は そ れ な り の 意 義 も あ ろ う 。し か し 、 河 原 や 堤 防 で ( 0 ) 、 あ る い は 林 や 草 む

ら の 中 で 彼 ら は よ り 自 由 で あ り 生 命 力 に 溢 れ て い る 。 必 要 な の は 、 プ ラ ン コ 、 滑 り 台 な ど の

あり ふ れ た 遊 具 の み で あ リ う る は ず が な い。 自 然 的 、 人 工 的 で あ る と を 関 わ ず 、 自 ら 新 し い

樋 q の 遊 び を 誘 発 す る よ う な 環 境 そ の も の が 計 図 さ れ ね ば な ら な い の で は な か ろ う か。



広場・公園に付属するアクセサリー

休 息 都 市 の 空 間 性 を 高 め る リ ザ の 地 訟 の 内 で も 、 休 息 ー い こい の た め の 施 設 は す

，、I、
ー ぐ れ て 都 市 の 景観 美 を 高 め る 要 素 の ひ と つ で あ る 。

住 宅 や ビ J レ の 中 で の 休 息 と 呉 っ て 、 都 市 の オ ー プ ン ス ペ ー ス ・ 公 共 広 場 で の 休 息 ー い こ い は 、

多 く の 人 達 と 共 に 休 息 す る 心 の や す ら ぎ で あ る (0 0 )。 ベ ン チ に 休 息 す る 人 司 は 自 分 自 身 が

休 息 す る と ! 司 時 に 他 の 人 の 休 息 の た め の 点 景 と な っ て い る。 そ し て こ れ ら の 人 々 の ま わ り を

と り ま く 空 間 に は い ろ い ろ の装 置 が 置 か れ休 息 の 効 果 を 高 め ている 。 こ れ ら の 装 置 は 、 水 ・

木 ・石 な ど の 自 然 の 素 材 に よ っ て 雰 囲 気 を 盛 り 上 げ て い る (0 0 )。 ま た こ れ ら の 装 置 の 造 型

に は 現 代 的 な も の と 伝 統 的 な も の と が あ り 、 後 者 の 落 ち つ い た 親 し み の あ る )w!げなと前者のモ

ダ ン な 明 解 な 造 型 に は何 か 対照 的 な も の を 感 じ る 。 新 し い 造 型 に も 伝 統の 厚 み と い っ たも の

が 欲 し い 。 そ れ が 人 々 の 心の や す ら ぎ に も つ な が る の で あ る (8 8 0 ).

ニューヨーク・近代美術館の彫刻庭園



広場・公園に付属す るアクセサリ ー

毎 日 a些b 観 賞 を 対 象 と し た 都 市 の ア ク セ サ リ ー を 探 し て 歩 い て み た 。 い ざ 探 し 姐 っ て み る

・. . . . U J l l >、 と 観 賞 に 値 す る も の が 何 と 少 な い こ と か ー・ ・・とある公闘 に 入 っ て み る 。 騒 々 の 草

花 が 組 込の 中 で 緩 い 合 っ て I咲 い て い る ( 0 )。 小 さ な 生 命 で 懸 命 に 我 々 に こ た え て く れ て い る

よ う て' ある 。

公 園 の 片 隅 に、 彫 刻l が i L ヮ てい た (0 )。 彫 刻j の 前 に 人 員 長 は な い 。 都 市 生 活 の 中 で 、 自 然 の緑、

草 花 が一 番 の ア ク セ サ リ ー だ ろ う か。 公 園 に 出 て 広 場 に 行 く。 中 央 に噴 水 が あ る (8 )。 水 の

動 き を ぼ ん や り 眺 め て い る と 割 合 た いく つ し な い も の だ。 夜 、 光 が 参加 す る と 一 段 と 美 し い

こ と だ ろ う 。 街 を 歩 い て 花 時 計 の あ る 広 場 を 通 る (8 )。 花 時 計 が何 が し か の う る お い と 安 ら

ぎの場 を 作 っ てく れ て い る。 家 路 に つ い 子 供 達 の い な く な っ た団 地の 広 場 に 明 日 ま た 子 供

達 の 相 手 を す る だ ろ う オ ブ ジェ が 淋 し く立っ て い る (0 )。 工 事 中 の 高 層 プ ロ y クの 前 に 彫 刻l

の 女 人 像 が 近 く入 居 し て くる 人 々 を 待 っ て い た (0 ) 。 そ れ に し て も い ざ 探 し 廻 っ て み る と 、



広 喝 ・公園に付属するアクセサリー

動物 遠い記憶を逆上って，ｉＨＡｬ，ｾＧ tfj し て み る と 、 我 々 カ 斗 最 初 』 こ 動 物 達 を 身 近 に 感 じ た

1 ・ " の は 、 幼 少 期 の 童 話 や お 伽 話 の 世 界 に お い て で は な か ろ う か。 そ の 世 界 の 中 で子

供 達 は 、 動 物 も 人 間 と 同 様 、 泣 き 、 笑 い 、 怒 り 、 愛 す る 感 情 を 持 っ て い る こ と を 知 り 、 特 に

小 さ な 動 物 達 に 親 近 感 を 持 つ よ う に な る 。 家 庭 内 で の い わ ゆ る ペ ッ ト を 別 に す れ ば 、 残 念 な

が ら 現 在 我 々 の 周 辺 に は 、 自 然 の ま ま に 動 物 と 戯 れ る よ う な 状 況 は ほ と ん ど な い。 カ メ ラ 片

手 に 町 の 中 を 歩 き 廻 っ て み た が 、 や は り 奈 良 公 園 の 鹿 (8 0) 、 猿 沢 池 の 亀 (0 ) 、 寺 院 の 境 内

や 公 閣 の 鳩 (0 8 ) 、 池 の 鰹 な ど 観 光 名 物 化 し た も の が そ の 全 て の よ う だ。

夏 の 蝉 、 秋 の 虫 、 小 鳥 の さ え ず り な ど 、 自 然 の 恵 み は 、 一 歩 々 々 遠 ざ か っ て 行 き 、 我 々 は そ

れ ら に 対 し て 郷 愁 に も 似 た 感 慨 を 持 つ の み で あ る 。 も は や 現 代 の 日 本 の 都 市 文 明 の 中 に は 、

ま た 我 々 都 会 人 の 心 の 中 に も 、 小 き な 動 物 達 の 安 住 の 地 は な さ そ う で あ る 。



ラスベガスの駐車場入 口表示

建 物に 付 属 す る ア ク セ サ リ ー

宅 ｾｌ 一二 宣伝に使用されている看板類は、その効果上目立つ事を要求されるだろうが、洗

- = - - . = . . 引F 司 練 さ れ た も の 、 す な わ ち 、 建 物 と の 調 和 な ど が あ ま り 見 ら れ な い の は 問 題 で あ る 。

( 0 8)。 特 に 安 易 な デ ザ イ ン て ¥ 看 板 を 主 に し た も の は 、 都 市 美 化 の 上 か ら も 望 ま し く な い

( 0 ) 。 後 か ら 取 付 け た も の に し て も そ の つ け る 位 置 を 充 分 考 慮 さ れ れ ば 、 看 板 そ の も の の 効

果 も 上 る の で は な か ろ う か (0 0)。

建 物 設 計 段 階 か ら 、 意 図 す べ き と 恩 わ れ る も の が 、 安 易 な 方 法 で 取 付 け ら れ て い る が 、 建 物

と一 体 化 さ れ る こ と が 望 ま れ る ( 0 ) 。

歓 楽 街 の 看 板 は 、 雑 然 さ の 中 に 、 独 特 の ム ー ド が あ る と い え る か も 知 れ な い が 、 や は り 雑 然

そ の も の の み で な く て 何 等 か の 方 向 づ け が 必 要 だ ろ う ( 0 0)。 ネ オ ン サ イ ン も 夜 の 街 に お い

て 人 身 の 視 覚 に う っ た え る だ け に 看 板 類 と 同 様 の 配 慮 が 必 要 で あ ろ う 。



建物に付属する アクセサリー

案 内 建 物 名 称 な ど 案 内 は 自 社 ピ ル に つ け ら れ て い る 関 係 上 建 物 と の 朝 日 環 境 と

の 調 和 を 考 慮 し た も の が 見 ら れ る 。建 物 の 屋 上 部 分 を 利 用 し た も の ( 0 ) 、 建 物 の

地 下へ の 出 入 口 を 利 用 し た も の ( 8 ) 、 建 物 全 体 の 特 徴 を 利 用 し た も の ( o ) 、 な ど そ の 例 で あ

ろう 。 塔 屋 に つ け ら れ た も の と し て 塔 屋 そ の も の の 壁 面 を 考 慮 し て い る も の も 見 ら れ る ( 8 ) 。

案 内 の性 格 上 分 り や す き が 必 要 で る あ り 、 そ の 点 で は 成 功 し て い て も 、 環 境 と の 調 和 に 考 慮 が

欲しし、 ( 0 ) 。

縫 物 名 称 と 建 物 案 内 板 と の 組 合 せ ( 0 ) 、 照 明 器 具 と の組 合 せ ( 0 ) も ひ と つ の 方 法 で あ ろ う 。

住 宅 団 地 の 団 地 名 も ひ と つ の ア ク セ サ リ ー と し て 生 か す べ き で あ ろ う ( 0 0) 。



ニューヨーク ・フォ ー ド財団新本部中庭

建物に付属するアクセサリ ー

植 栽 花 台 一 新 し く 整 備 さ れ た 者 町 J レ の 畑 町 儀 よ く 配 置 さ れ た の ク リ ー ト製の

花 台 、形 よ く 植 栽 さ れ た 滋 木 の 緑 が 駐 車 場 の 区 画 を も な し て い る ( 0 )。 壁 厚 き 古

典建築の窓、台に凶季の色も豊かに路ゆく人々に生気を与. t . てくれるもの (8 ) 。 し か し ピ j レの

窓 々 に 点 在 し 、 花 で あ ふ れ た ヨ ー ロ ツノマの街並を見るにつけ、この花を愛する国民性には、

な お ほ ど 遠 い 感 あ り 。

倒 木 ー ビ ジ ネ ス ピ ル の アプロ ー チ ・ フ ラ ッ グ ポ ー ルを取巻く 、 つ つ じのベ ー ス に は 、 モ ダー

ン な や わ ら か さ が あ る ( o )。 焼 け つ く 歩 道 に 涼 ゐ を 与 え る 噴 水 の 水 の動き、水主主 の 緑と と も

に 、 路 ゆ く 八 々 へ の サ ー ビ ス の 演 出 ぶ り ( 0 ) 。 植 栽 の デ ザ イ ン も 点 か ら 線 へ 、 面 へ ( 0 ) 、静

か ら 動 へ の 形 と し て と ら え ら れ よ う 。

屋 上 庭 園 ー 急 激 な 人 口 集 中 に よ る 都 市 の 膨 張 は 、 緑 地 を 縮 少 し 、 恕 い の 場 を な く し て き た 。

高層ビノレの出現、谷被命11の 概 念 が 外 部 空 間 を 埋 め る べ き 新 し い 技 術 を 要 求 し て 来 た。 そ し て

屋 上 の 庭 園 化 は 最 近 か な り 意 欲 的 に 試 み ら れ る よ う に な っ て き た (0 )。



量監物に付属するアクセサリー

装 飾 街 角 に 立 つ オ フ ィ ス ピ ル の コ ー ナ ー に わ ず か な 心 づ か い わ け と さ せ ら れ る よ

うなアク セ サ リ ー が あ る 。 @ は 、 莱 ス ポ ー ツ 用 品 l苫の 『 フ ェ ア プ レ ー の 像 』 で 、 広

告 を 兼 ね た 彫 刻 て ¥ 躍動 感 に 溢 れ 、 好 感の 持 て る も の で あ る 。 @ は 、 建物 コ ー ナ に ア ク セ ン

ト を か ね て と り つ け ら れ た 羊 の 彫 刻。 @ は 、 窓 を か く し た 壁 面 グ リ ル。 こ の ほ か 建 物 の 壁 面

に レ リ ー フ を ほ ど こ し て い る の に 0 0が あ る 。 @ の 場 合 レ リ ー フ と 建 物 自 体 の デ ザ イ ン と に

具 和 感 が あ る よ う に 思 わ れ る 。 。 は 、 壁 面 の 目地害IJ り と 照 明 器 具 の 組 合 せ に 面 白 さ が あ る 。

@ は 、 最 近 よ く 取 付 け られ て い る カ ラ フ ル 日 よ け で 街 の 中 の ア ク セ ン ト に な っ て い る 。 総 体

的 に 、 そ れ ま で の 建 物 に 付 属 す る 装 飾 は 、 そ れ 自 体 完 結 し て い る も の が 多 く 、 建 物 や 街 路 に

密 弟 し て 、 環 境 と 一体 と な り 、 人 々 に 安 ら ぎ と う る お い を 与 え る も の は 少 な い の で は な い の

だ ろ う か。 メキシコ通信建設省



イタリア・ 騎士祭

季節約 ・一時的なもの

空 茎 . 倉 千 重 三 郊 外 に 冬 の な ご り を 留 め て そ ぴ え る 銀 嶺 、 季 節 毎 の 夕 焼 雲 の フ ァ ン タ ジ

却 、 ....マ' 一、街路樹の落葉など、 四 季 お り お り の 風 情 。 こ う し た 自 然 の 美 と と も

に 、 日 本 に は 、 古 来 よ り 、 儀 式 一 一 一 祭 り 一 一 ー が 、 気 候 ・ 風 土 と の 調 和 の う え に 、 伝 統 的 行 事

と し て 、 人 の 心 に 語 り つ が れ て き た。 大 阪 の 天 神 祭 (0 8) 、 京都 の 祇 園 祭 (0 )は 、 夏 の 祭 と

し て 大阪 ・ 京 都 の 風 物 詩 を 形 成 し て い る 。

お 盆 の 間 は 、 死 者 の 魂 が 、 現 世 に 帰 っ て 、 生 者 と と も に 過 ご し 、 大 文 字 の 送 り 火 (0 ) に送ら

れ て 、 再 び 黄 泉 の 世 界 へ 戻 っ て い く と い う 意 識 形 体 は 日本 に し か な い と い う 。 そ の 表 現 形 式

は 、 自 然 の 配 置 と 、 春 夏 秋 冬 の 気 配 と 、 信 仰 心 の バ ラ ン ス の う え に み ご と な一 体 感 を な し て

い る 。 祭 は 、 い わ ば 、 住 民 に と っ て 、 交 歓 の 広 場 を 形 づ く る も の で あ り 、 ま た 伝 統 的 行 事 と

しての七夕 ( 0 ) や こ い の ぼり ( 0 ) とともに、 都 市 に色どり と 生 気 を 与 え る も の で あ る 。



建 築 標 板

都市美化とアクセサリ ー， 乙の関係について原杭を依頼され

ているようであった。乙の原稿』ζ 向って鉛ifi をとって気がつい

たので少し脱線しているかも知れない。

都市美化 lζ 述なるものは ，人とそれに関係する社会構造から

美化 しなければならぬだろう。政治以外に ，建築家にとって，

地域計画などからも論ずる乙ともできるに追いない。私は身近

な事柄にふれて，美化への因を考えようと思う。

唱昨

大 く ず 縫

ニュ ー ヨーク市 lζ 行った友人がポスト lζ 気をつけろ / といっ

てくれた ζ とを五番街を歩いているとき思いだした。手紙を山

したが一 lilJIζ 届かないのである。よく調べると ， 乙れが何とく

ず箆である。 :¥0. 1 のどとく金色のラッカ ーが光り輝いているの

であるから ，間巡うのも無理はない。私の住む神戸市目抜き通

りのそれと絞べて市力の差を見る思いである。街を清く美しく

と記 t依されているのだが (;¥0噂 2 ) ( No. 3 )  ('-!0. 4 ) 。

サンフランシスコ市を朝まだき ，散歩していると清和i トラッ

クが走り廻っている。歩道の下から ， チェ ー ンブロックで'r! J ち

上げられた鉄製の 5 n i ' もある箱が移し月替えられているのであ

る。歩道の下は 3 m位の地下道となり ，前の商屈の地下室と述

絡している所もある。乙れ程，徹底した形をとれば， どみ処!!U

は清潔 {ζ 保たれ，歩道，[ どみ箱はなく ，広く美しく使われる街

並と化するわけであるいb. 5 ) 。

わが神戸 lζ も， 乙れに似たどみ箱はある。深さ 60組位のポ リ

バケツを入れたものである。チェッカ ープレ ー トの主がついて

いるが，枠との取付けが弱いため ，その上を歩くと危なく ，た

めらわれる。金ノJ の差か，市民意識の低さなのであろうか ? ア

イデア倒れと恩われて ，都市美化の第一線で乙れでは淋しい限

りとい iつねばならない ( No. 6 ) 。

会建物に署名，表彰板

シカゴ市のインランドスチー J レC O. に行ったが，その入口

lζ ，ブロンズ板で製図板の大きさの表彰板がつ けてあっ た (:;0.

7 ) 。シカゴ市長により ，鉄とガラスの明るく荷い建築的ラン

ドマ ークの成功を讃えられている。設計者はスキッドモア ，オ

ーインクース ， メリノレの 3 人である。同じ設計者はニューヨ ー ク

光
{
女義 光

叩

刑判車

内イ*

N. 2  神戸市のくず錨
N. 3  神戸市のくず篠

N.  1  ニューヨーク五番街のくず鈍 ( ポストに間違いそうだ〉

川 神 戸 市のくず篠 3 い

N. 5  サンフランシス コ市の歩道

の下から出てきたごみ箱

型 船

L

¥

ヤ

ヘ

‘

.¥ 

NQ6  神戸市の歩道下のごみ箱

、、
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Nn7  インランドスチールカムパ二イ の市長表彰

唱
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Li nens ， Ac c e.ss odes， Gj f f s .̂ 

140 Mai den Lane 011 Uni on Squar e ｾ＠

Nn 9  ライト作品V . C. M':1rrisの出している葉書

Nn  8  ライト の作品とそのサイン ( 左端の・)

Nnl O 兵庫県庁の位計，施工者の表示

Nnll ロンドンの現場，左目'1のが段計者名

で，五番街にあるマニファクチャ ーズ ・ト ラス ト・カムパニイ

の作品に対し ，A .  1.  A. から表彩されているが，その表7U板

も問機な表現で， エン トランスの腰高 lζ 取付けられていた。日

本では建築学会，大阪 ・神奈川の知事立にも乙うした表現があ

っても良いであろう。

ニュ ー ヨー ク市のグッゲンハイム美術館の正面入口の床 3 m'

位の円形に館名と設計者 F . L . ライ トと真鍛文字が刻み乙まれ

ていた。建物とその設計者を明瞭にしていると ζ ろはアメリカ

らしいと考えられる。

サンフランシスコ市 lζ ，V .  C モリスの屈がある。ランプに

なった円形プランの ζ の屈は ， ライ トの ζ の種の傾向の最初の

作品で名高い 。(可。 8 ) の正面入口に対し ，左側 lζ 朱色の20糎角

の陶板が貼め乙まれている。ライ 卜の好きな朱色のなかにナイ

フで F . L . L. とサインがしてあった。乙れとそ建物 lζ サイン

である。建築家自身の誇りと ，発註者の認識の高さは相当なも

のといわねばならないだろう。乙の屈で 2 枚の絵葉書を受取っ

た。それにも ，設計者ライ トの名が印刷されていた ( No. 9 ) 。

街中を見学していると ， ふ と自についたのは ， 先程の陶板

F .  L .  L . と共 lζ 下のような文句が記された看板があった。

42  

戸司
T HE  

Nnl 2 スト ッ クホ ｉｾ ム市 のある 現 場

319 GR A NT E  A V E NUE  

S E C OND F I OOR 

F R A NK  L L OY D W R I GHT  

F OUNDA T I ON 

A A R ONG GR E E N A .J. A  

S ANF RANCI S CO P E P R E S E NT A T I VE  

3r D F L OOR  

B A Y  GR OUP  AS S OCI ATE S  A R CHI TE CT S  

DANI E L  H.  BUS HE LL. I CHI RO S A S A KI  

C A MI E L  V A N D E  WE G H E  

者f I 市美化への基底を，そ乙 lζ 見るよ うな 気がする。あるいは

ライ トの地位，芸術家に対する尊敬を推し浪IJ る乙とができるよ

うである。

日本では定i礎石が建物に取付けられる。しかし ，建築家の署

名ではない。ある日 ，芸術院会員，村聖子藤吾先生 lζ ，作品署名

を聞いた乙とがある。先生でも僅かに広島のカ トリック教会 lζ

建築主の感謝の意味から表示されているというのである。もっ

と数多く先生にはあるものと期待していたのだが一一。

私は ，知事の命により， 兵庫県庁を完工したときに，設計者と

して施工者名 と共に記放することを許可されたのです (:-10. 10) 。

会現 場 標 示



県 民 会 館

e  
詰竹中工務広作業所

N. 15  兵庫県営繕線の現場

N. 13 シカゴ市の現場所見

nN14 ニューヨ ーク市，パンアメリカンの現場
N. 16 ロンドンの地下鉄

建築物j が建てられるとき ，設計監理者，施工者の標示が適切

な大きさで仮囲いに取りつけられる。建設意志を明確にする乙

とは ，:i'i j)市美化への一歩でもあろう。

ロンドン市の新聞街で、屋内改装工事をしている 小 さな現場 lζ

通り合わせたが，塗装，内装，管工事，施工者の各名称標示 と

共 1C， 設計者の標示板は一段と格調が高かったのである。 王冠

と建築家，その下段 lζ 名前を入れている。白色 と濃紺色のツ ー

トンカラ ー である。建築家協会員の楳板は ， いずれの現j必で

も，すべて ζ のように統一されているのである (No.l l ) 。

アメリカでの建築家協会員の表示は英国の よ うな乙とはな

く， 日本と同様雑多である。アメリカ最大の建築事務所，スキ

ッドモア ，ォーイングス ，メ リノレは豆互 函 と し ，文字 は白抜

き， S Mの部分は黒色 ，0 の部分は朱色の地を塗った ，鮮明，

JX;ぬけ した 小 さな楳板である。 (:¥'0. 12) はストッ クホノレムで，

( :¥' 0.13)  (:¥'0. 14) は，シ カゴ，ニュ ー ヨー クの所見である。 (:¥'0

14) はバンアメ リカンの現場標示で，各階のテ ナン卜 の契約表

示と設計者の中 lζ グロピウ スが名をつらねてい たので，珍 ら し

がってスナップ した のである。( i ¥0.15) は，兵庫県の場合で，

県艇を入れてその P R も兼ねているというわけ である。

N. 17 スト ッ ウホ ｉｾ ム 市北 郊の 教会

N. 18  ローマ市の国際空港の教会

N. 19 西ベルリン市章

会 目 的 標 示

目的を標示するには ，近ごろ万国疎通を計るために ，男女別

の便所の画表示，公衆fU話，階段などオリ ンピ ック以来，非常

lζ 増えてきている。ロン ドン市の新地下鉄は色別 けで好ましい

ポスタ ー効果をもった解りやすいものであるい0.16) 。

建築物の中で，最も端的に目的表示を しているのは ，教会 で

あろう。十字架は 空K 克明に意味を表している。 (¥0.17) はス

トックホノレム近郊のヴィ ー リングピにある。 (:¥'0. 18) はロ ー マ

市国際空港の近くにある。あまりに単純化 された象徴は日本の

鳥居に比較できる程である 。

女都市のマーク

建築から都市までの美化への15♂任体制は一貫してはいない。

都市の マー クlζ 西ベ J レリンの熊があるか0.19) 。また ，ベニス

市の ライオ ンなどがあり ，美化のアク セサリ ーではない。しか

し，サンフラ ンシスコ市の市章には「世界で一審住みよい街，

サ ンフランシ ス コ」と円形模機のなかに記録されている。乙れ

乙そが，一番都市美化のアクセサリ ー というべきであろう。私

どもは設計者 と しての自覚から ， その表示をし ， ひいては ， 者ｾＩ

市美化への責任の一端を果す役割がある というべきであろう。

〈みつやすよしみつ 兵雌県l J l 築部位錨謀長)
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第 3 回 S O A賞

〈日本サインデザイン 賞)

昭和42年 1月から 12月までの期聞に制作提出されたサイン( 主として

屋外広告) の 中から優秀な作品 lζ 対して畑氏を行ないました。 S D A立

は昭和411:j三創設 し， 毎年 l 回n首立を行なって今年は 3 回目であります。

乙乙 2 . 3年来の経済界不況の影響もあって，サイン業界 もやや沈滞気

味で，従って目を陛るような作品はついに見出し得ま せんで した

しかし . Q近景気の回復lζ ともなってネオン サインを中心にした大型

の作品に怠欲的な 勤きが見えておりますし . 1970年の万国博をひかえて

来年度 {ζ は実り多い成果が期待されます。今年度は全国からの応募作品

は約 1. 2∞点で審査の結果次の 19点IC対し贈11が行なわれました。なお ，

審査は去る 3 月30日東京美術会館 5 階 ホ ー ノレ lζ 於て，次の S D A l 1審査

委員に より行われました η

く S D Al 1 中央審査委員 >

伊 藤 怒 治 ( 日 丘 見 中 央 委 員 ， 伊 藤 富 治 デ ザ イ ン 研 究 室 )

亀 倉 雄 策 ( 目 立J! 中央蚤員，他念デザイン研究室)

河 野 氏 恩 ( 目 立 J! 中央委員 . I同デスカ)

早 川 良 雄 ( 目立 J! 中央委員 ，早川良雄デザイン '11主主所)

浜 口 隆 一 ( デ ザ イ ン 評 治 家 ，浜口随一事務所)

関 室 広 ( 工 博 . I月見L学院大学教綬，東芝願 IliI)

通産' ( i 技官

竹間 リヨウー( 日本 S DA 会長 ，附ナゾヨナル立伝研究所)

中 村 真( 日本 S D A副会長，中村民テ' ザイン JJJ 続所)

地区 S D A委員長及び副 iliifl 良

註 作品審査の対象 として ，A頬， Bl!L  C煩の 3矧別していますか， ζ れは

A 額( 広告主の自白 地造物 IC掲出した作品をさす)

B 傾( 衆目 IC触れるような交通繁多な泊所を選ひ! x 惜した場所に提出した作品をさす)

C 矧( 小型庖頭サイン等)

特別賞は以上A B C その他を含めて綜合的な秀作 IC対して附賞を行なう。
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①金: n CA 宮o 第 一 生 命 サ イ ン ( 大阪) デザイナ - u'"長 恕治

② 銀賞 CA 矧) 小 学 館 サ イ ン〈東京) デザイナー l同時制i ' 世

③銅賞: CA 膏o D X アンテナ ・サイン ( 大阪) デザイナ ー 西閉まさお

@ 銅賞: CA 矧〕ニュ ールピア ・サイン( 大阪) デザイナ一 山田 善弘

⑤特別賞小田色、百貨庄一連のサイン( 東京) デザイナ ー 河 野 間 思

@  "  

① H  



③ 銅 賞 ( A 額) ヤマギワ ・サイン( 東京) デザイナー

伊東方太郎

@ 銀賞 ( s 煩) T EI]I N ・サイン( 大阪) デザイナー

U' i 長 官 治

⑬ 銀 賞 ( s 類〕サントリー ・サイン( 大阪) デザイナー

坂 井 到 ニ

⑪ 

銀賞 ( C 類〕きふね ・サイン( 点京) デザイナー

光 藤 俊 夫

⑬銅賞 ( C 怨〉アドニス ・サイン( 大阪) デザイナー

山旺I o;ilit 

@ 銅 賞 ( C 額) 天金 ・サイン( 東京〉デザイナ ー

永島 問

@ 銅 賞 ( C 類) 欧風堂 ・サイン( 京郎) デザイナー

旭 和 雄

⑩ 

⑪銅賞 ( s 煩) NIK ON ・サイン( 京邸) デザイナ

f(l j j  雄 策

@ 銅賞 ( s 顕〉リァカーミシン ・サイン( . ! l ! 京)

デ ザ イ ナ ー 河 野 明 思

⑬ 銅 賞 ( s 頬) S ONY ・サイン( 東京) デザイナー

ソユー商 lJl I 附広 fll 諜

銅賞 ( s 額) ナショナル ・サイン( 名古昆)

デ ザ イ ナ - { ) ' 雌隆三

⑬銅賞 (C 額) S UZUY A ・サイン( 東京) デザイナー

ｾ野潔

@ 銅 賞 ( C 頬) エルベ ・サイン( 大阪〉デザイナー

式 喜明

@ 銅賞 ( C 類) K ent  ・サイン( 京邸) デザイナー

官 団 事l彦
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技 祢T の

A  L  C  
( 高温高圧蒸気養生された)

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト /

目 次

は じ め
lζ 

A L C とは

2. 技術導入か ら設計基準の設定まで

2. 1 技術の導入と生産開始

2. 2 基準の認定

2.2.1 暫定的な取扱基準の設定

2. 2. 2 A L  C耐カノマネノレ構造設計a ! i 準2誌の作成

2.2.3 A  L  C 構造設計基準の認定

2.3 基準の認定と注意事項

3. A L C の特性

4  

5  

3. 1  ;概 要

3. 2 状態の定義

3.3 比重

3.4 強度 ，ｾ￬￭ 性

3.5 めり乙み

3.6 せんだん

3. 7 耐衝撃性

3.8 吸水，透水性 ( 以下次号)

3.8. 1 全面吸水，3.8.2  $ 分吸7 1 <，3.8.3 吸水高 ，3.8.4 透水性

3. 9 膨張，収納 ，ひび割れ

3. 10 断熱

3. 11 吸音，遮音

標準ディテ ール

4.1 屋根，床j仮

4.1. 1 一般注芯事項，

4. 2 堅積外壁

4.2. 1 取付の種類，

4. 3 横積外壁

4.3. 1 取付の種類，

4.4 間仕切壁

施工

5.1 材料特性と施工

4.1.2 取付詳細

4.2. 2 取付詳細

4. 3.2 取手j

5.2 製作，辺搬，仮設，保包 ，小迎擁立

5.3 施工体制l

5.4 加工，補修

5.4. 1  1J日工，

5.5 取付

(1) 取付金物，

5. 4.2 補修

(2) 取付方法

6. 仕上

6. 1 仕上と物性

6.2 仕上材と しての基本条件

6.3 内外壁の仕上

6.3. 1 下地処理，

6.4 屋根仕上
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6.3. 2 仕上材， 6.3.3 施工上の注怠

頁
7 3  材 料 部 門

'つ

7  

.>、

イ3

て ( その 1 )  

日本建築協会建材委員会 ( 担当: 中 部嘉幸)

6.4.1 アスファノレト防水，

6.5 仕上の選択

6.4. 2 仕上防水

(1) 間接的 メリッ 卜， (2) 直接的メリッ ト

A L C の経済性

ヰつ り
!ζ 

lま じ め

ａ ｌ ｃ というシャレた名前の建材が大分佼われている。乙れは高 ｴ ＱｩｬｬＮ￯ＺＢｾ

圧蒸気養生された 怪III 気泡 コンクリ ー トの英語の略称であるが，技術導

入以来近々 5 年間位の短月日にここまで普及したのは驚きに耐えない。

乙れは建築技術の向上進歩 ，建築の高疋; ，プレハブ化などの社会的変

化を背長として ，乙の材料のすぐれた特性が乙れらの袈求に乙たえてむ

かえられたものであろう。

技術導入されたｾ材がわが国に お いて使われる場合 ， そのままでは寸

かなか性能を発抑することは少ない。気候風土，建設の施工体制 ，また

は国民感情などの渚条件が微妙 lζ 影響して忠わぬ失敗をするものであ

る。導入材料が生きのびるためにはさらに技術をつけ加え ，または諸々

の検討が必要である。乙のために A L C メーカ ーはいち早く通産省の指

導を得て ， Iオートクレ ーブ気泡コンクリ ー ト製品懇談会」を結成し ，

A L C の舵全な発展をはかった。一方技術的な問題については学識者1<::

より研究会を組織し約 3 年の研究が進められ，その結果昨年 9月 IA L

C 構造設計基準」が認定され，建築規準法上の取扱いが確立された。

以上の経過から見ると乙の材料は官庁一学識者によって重要建材とし

て育成指導され今日まできたものである 。これを ユーザーの立湯で乙の

材料を見る場合1<:: ，使用の経験その他から必ずしも全面的安心感をもっ

て受入れられない点がある。乙の基準の認定を契機として ζ の材料を正

しく認識するために，建材委員会でとりあげ種々検討してみた。

検討の要点は乙の材料の特殊性，各メ ーカーの製品における性能面に

おける 比較 ，工法，飽工とくに仕上なとに おける問題点など乙の材料の

全般にわたった。

特K 物性I函の長所の反面， 短ffrlζ 併う問題を種々の観点から検討し

た。乙れらの検討にもとづいてユ ー ザーの立場から見た「一般的な注ｾ

事項と問題点」について建築協会会員でA L C の使用経験の少ない方々

を対象として記事をまとめた。

A L C とは

A L C は石灰質材料( セメントまたは石灰) と珪酸質材料 (l il 砂，ス

ラグ粉〉を粉細したもの! と水を加え絞り合わせ，乙れに気泡弗! としてア

ノレミ粉末を加え多孔質化 した ものをオ ー トクレ ーブ養生K より十分硬化

させてつくられたものである。

製品はシポレッタス ，イトン ，へーベ J レの三種あり ，原料は若干異っ

ている。

製 品 名

シ ポ レ ッ ク ス

イ ン

r 、主
ノレ

石灰質材料

セ メ ン ト

生 石 灰

セ メ ン ト

T止後質材料

E上 砂

ft主 砂

I止 砂



2.  技術導入から設計

基準の認定まで

!沼 42. 9 に構造設計基準が認

定され，一応建築基準法による

材料，構法の枠lζ 入れられたわ

けであり ，建築材料として一人

立したものと いえよう。いま乙

の材料が導入されて設計基準の

認定にいたるまでの経過をたど

ってみる。

2.1 技術導入と生産開始

... ..... .昭35- 40

上記各品とも昭35- 37の聞に

技体I導入が行なわれている 。乙

れらのうちへーベ J レは当初シリ

カリチ ー卜 として導入された も

のが，その後量産体制 lζ 応ずる

ためにへ ーベJ レ社の技術を加え

商 品 名

y ポレ y クス

へ ー へん

( γ リカリチート

筏術導入会社

製 道 主 原 料

0 1930. スウェ ー デノ

・住在金属iIi:山

日窓 y ポレ y クス

・セメント

1枇 5主 E少

アルミ ニウム

・捻逸

(  1948エ ストニア英和国

・組化成

・セメム〆ト

i圭 砂

アルミニつム

イ

・1929スつェ ー デン

ン | ・日本セ メノト

・生石灰f 塩基性原f1

1圭 砂 伝 性 向

又はフライア ' 1 " / ュ

頁王室スラグ

アルミニウム

表 - 1 A L C情造設計基準の箆定 まで

たものであ る。乙れの正確な導

入時期は昭41といえよう 。

生産開始は昭381ζ シポレックスが最初に行ない ，若干おくれてシリカ

リチー トが，次いでl I il 401乙イトンが行な った。

2. 2 基準の設定

2.2. 1  Ｇｾ定的な取扱基準の設定 …Ｍ ー 昭 Ｔ Ｐ Ｎ Ｑ

欧米やソ連 と建築事情の異るわが国の建築に迅速に迎合させていくた

めに，導入四社が協調して技術面の研究を行なうために研究会が設置さ

れた。研究は昭37. 7 から約 3 カ年にわたり行なわれた。法規上の取扱

については別の委員会が設けられ，床，屋根，帳墜についての検討が

行なわれた。それらにもとずいて，昭40. 11ζ 建設省建築指導課長通達

( 住指令発第 2 号) が定められた。

2. 2. 2 i A  C  L 耐力パネノレ構造設計基準案」の作成・ ・0 ・…・ ・昭42. 3

その後 A L Cパネノレによる耐力壁lζ 関する器準の検討が行なわれ ，委

員会を設置し基準案が作成された。

2. 2. 3 i  A L  C  構造設計基準」の認定……. . . . ・昭42.9

以上の A L C I ζ 関するすべての基準の検討結果を総合集大成し建築基

準法第38条 lζ 基づいて認定された。

2. 3 基準の認定と注意事項

基準の認定により A L Cの使用がとの基準によるときは個々の認定が

いらないわけである。すなわち A L Cの使用は益準による乙 とを前提と

している。乙の内容についてはまだ改良の余地があり ，乙れからの経験

と研究によって合理的なものに改められるべきものがある。

たとえば耐力壁としての使用は住宅などの二階建にかぎられている 。

二階以上の耐力壁の使用については今後の研究課題てーある。

3. A L  C の特性

i 7k1e: 浮かぶ コンクリ ー卜 」と 「燃えない木材J ，つまり石と木の長

所をかねそなえ た新材料と いうのがA L C メーカーの宣伝文句である c

メーカーは次の三つを特色としてあげている 。

(1)  工易生産が可能で加工が容易である ・・・ プレハフ。構成部材

(2) 軽量性に富んでいる 。

(3)  断熱性，耐火性 ，吸音性が良好である 。

乙れらは最近建築界で問題となっている建築物の経由，高層化，不燃，

耐火なとの要求を満たす諸性能であり ，その目的 lζ 対しては最適の部材

といえよう。乙れらはいす‘ れもすぐれた諸物性を挙げたものであり ，建

材として使用する場合 lζ は乙の他{ζ 種々の問題となる物性もあり ，それ

らを十分承知 しておく必要がある。物性一般については A L C研究会の

報告その他の資料がある。それらにもとづいて使用者の立場で見た注意

事項などについてのべる。

t位lj 性について次の各項目をとりあげる。

比重 ，強度 ，iJl ii 性，めり込，衝撃，吸7 k ，透7k，1.膨5長，収縮，ひびわ

れ，断熱，! 及音，遮音なと‘ について概説する。それらの内吸水，透水に

ついては A L Cの仕上川刻述する基本特性であり ，極々施工上の問題点

も乙れらに密接に関係している。まためり込衝撃部分銅断力などは現場

作業H寺における角欠，欠損などに関連する。なおとれらの諸物性の内吸

水は強度，断熱効果など複雑な相関性を有している 。ζ れら はA L C特

有の物性であり ，他の建材と大いに異ると乙ろである。

3.1 概 要

A L Cの物性を長所と短所{ζ わけであげると次のようにいえよう。乙

れらの内一部のものは長所であり短所と考えられるものがある。

長所 と考えられるもの

(1) 比重が小さい

比重は0. 6程度で木材と同程度で，コンクリ ート の% である。

(2) 寸法精度が高い

工場製品であ り寸法精度が高し、。寸法の公差または許容差は長さの公

差 1 0 mm，幅の公差 4 m m，幅の許容差 ::t 2 m mである。

(3)  断熱性がよい

熱伝導率0. 11- 0. 13位で コンクリ ー卜 のl;{O- Ysである 。 しかし吸水す

ると乙の性能は低下する 。

(4) 耐火性が大である

屋根パネ J レは30分耐火，床ノマ才、 J レは 1時間- 2 時間耐火，壁パネノレ 2

1時間耐火。

(5) 加工性

鋸による切断，かんなによるけずり ，釘の打込， ドリノレによる孔あけ

など加工性が良い。

短所と考えられるもの

(1) 強度，際性が低い

圧縮強度は気乾状態で 40kg/cni ，これは コンク リー卜 のVa，- lla 程度で

ある。飽水すると 比強度は% ほどに低下する。 51張強度は5kg/cni ，曲げ

強度は 10- 15kg/cni 程度である。

(2) 運搬途中なとの角欠け ，耐衝撃性

A L Cの衝撃エネノレ ギー は 10kgcm程度のもので直径 1. 5cm程度の破壊

直径を生じ角部は破捜 しやすい。角部は比較的小 エネル ギー で破壊す

る。反面ヤネ版で 8 kgm，内壁版としては 5 kgm以上で比較的耐衝性は

大きい。

(3) 吸水，透水性がはげしい

気乾状態の含水率は l OO/ vol 程度であるが飽水すると 40

0

/ vol 程度に

なり比重も 0. 9位になる。また乙の吸水により他の物性が影響を受ける。
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強度 ，断熱性などの低下を来し ，かっ仕上材の選択，目地工法の検討な

ど諸経の 問題点が生ずる。

(4) 乾燥収縮

一般に収縮率は コンクリ ー卜 lζ 比して少なく ，飽水か ら気乾の状態に

おいては収縮 きれつの心配は少ないが，気乾か らさらに絶乾状態K 近く

使用するとひび割れを生ず λ おそれがある 。

(5)  遮音性

A L Cはコンクリート K 比して遮音性は劣る 。間仕切壁Iζ 使用する場

合など隣室の話声などが聞える乙とがあるので仕上其他lζ 注意を要す

る。

以上物性についての概要を最初に述べたが若干それ らについて補足し

ておく 。それ らに先立って A L C の物性は吸水状態て・かなり相異を示す

のでそれ らの状態の定義についてのべ，ついで本論に入る 。

3. 2 状態の定義

せたときの状態 。

A L C はその合水 率 ICよって 5 碩 煩 iC区分している。特に 使用状態の気乾を 重 慢 している。

111  絶乾状態 : 試験 体 を105:1: 2'C のかくはん機 付空 気位何 器中で一定重量 となるまで乾憶さ

121 様郁乾燥状態 : ほ ほ 気 乾 状 態 に 近 い 試 験 体 を 温度 70士5'C のか くはん機 付空気乾悌総

で，試験 体の長小寸法 d ( cm) の 5 I告の時 間 ( 5 d ) だけ乾匂させた の ち，乾燥器の魚観を

切って常温まで下 けたとき の状態。
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131  飽水状態 ほ 10: 気 乾 状態 IC近 い 試験体を温度 20土 2'C の水 中 IC48時間決潰 した ときの 状

態 。 試験 体 の上面は水面下約 3 crn になるよ う保持する。

141  ｾｉ｜Ｇ ｬ 気乾状態 飽 水 状 態 とし た鼠験体を温度20土 2'C ，温度60土 59百の室内 1 04日間以 上

放 留 し，一定型量 とな った ときの状 態。

151  気乾状態 試 験体を室内 IC 7 日以 上放 置 し，一定置量とな った ときの状態。

3.3 比重

A L C の気乾11寺の比重は 0.55- 0.6 である 。 この比重は含水状態によ

って異り ，絶乾i時0. 5で=上記気乾i侍の含水率は 10
0

/wt 前後であり ，吸水

がさ らに進んで40- 80
0

/ wt となると比重も O. 7- 0. 91Cなる 。

3.4 強度，弾性

圧縮強度は気低l侍40kg/cnl で，コンクリートの弘- lfG，木 材 の %程度

である 。また吸水状態により強度が変化する 。絶乾I時の強度は気乾11寺の

20- 3096増となる 。反商飽7] <1如 E は10- 2096低下する。乙の場合比強度

(圧縮強度と比重の比) は% になる 。乙れ らの乙とは施工上，仕上，養

生において吸水対処が問姐となる要因 であ る。

圧縮強度以外の曲げは 10kg/cnl 前後 ，引張は4- 7kg/cnl ，WJ 断強度4- 9

kg/cnl である 。乙れ らは仕上モルタノレなとを施したばあいのモルタノレ強

度がと れ らより 大き いと きはA L C 面内 におけ る主1) 離などを起す乙と が

あるので注芯をEEする。
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3. 5 めりこみ

めり乙みは A L Cを墜に取付けるときなどにおけるネ コなどによる加

圧板による版の挙動性能を示すものである。

(1) 平板を加圧したときは巾30c阻までは貫入めり 込となり ，巾30c皿以

上となると圧縮状態となる。

(2) 加圧板の下または至近の組織は順次 乙わされ 「へり あき 」はほと

んど影響ない。

(3) 最終はおj裂で ζ われる。

(4) 耐力と変位は5 Okg/cnl あた りまで直線であ る。

3.6 せんだん

壁A L CIL床 A L C版が乗る ような場合の性状で，試験の結果は4kg/

cnl と9. 3kg/cnl と開き のある数字が出 てい る。

肩がく ずれるよ うな乙とはな い

3.7 耐衝車産性

A L Cは運搬加工に際し角 欠やきずがつくなど衝撃に比較的もろい。

乙れ らに対する性状とパネノレとし て使 ったとき の状態を落鐙による試験

A S T M式のパネルを垂直に立て鐙を投げつけ る試験などによ り考察し

ている 。試験方法，時期など一定でないが次の ようにいえよう 。

(1)  @: 鐙による 破壊試験から考察するに lOkg'cm:程度の衝撃エネ ルギ

ーでは破壊直径 1. 5cm程度のものが生 じ，150kg 'ω 程度の エネルギ

ーでは直径 3 cm程度のものが生ずる 。 したがって比較的小エネルギ

ーで角部などは破損する。角欠は厳密には局部明断によるものと考

えられるが，上記からも考え られる ，五E搬加工ICおいて特IC注意を

要する 。反面j坂内になるとかなり 大き な衝撃でもめり込は少ない。

(2) 屋根版としての耐衝撃性

A L C版は8kg・m でt初期きれつを示す。 建設省研究所では耐衝磐規

準として亜鉛鉄板ヤネで3kg. m以上を考えている 。また強風雨時の

飛来物や野球ボ ーJ レなどは 1. 3kg'  mを推定さ れている 。

(3)  内援版としての耐衝撃性

建研の内壁板としてのとの性能 lζ 対する規準は 14mm厚の ラワン合

板などで5kg. m以上であ り。内壁材料に必要な性能とし て足で蹴る

ときの衝撃を lkg.m位とし ているc 乙れら から内壁版としての耐衝

撃性能は十分であると考えられる

( 以下次号につづ.く )

図- 5 砂袋式衝掌怠厳 装 置

〈出 呉 研究会 '66 P  . 33)  
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図- 3 含水率と庄綿強度の関係
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( 出典 A L C研究会報告 '66 イトン編)
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建設業界史話
昭和42年 7 月号既舷

昭和42年 8 月号 - 11 月号

昭和42年12月号~昭和43年 1月号

屋根野工史伝111草: 葺屋根エ

屋銀' I f 工史話121桧皮苛史話ー e ・

屋根奇工史話131叡' I f 史話・

一

屋根葺工史話(4)瓦葺工史話( その 1 )  郎次村

r 晶 司

邑

五 葺工 の沿革

日本瓦の文献は崇竣天皇元年 (558年) のものが初見である。しかしわ

が国 と大陸との交流は有史以前からであり ，大陸産の瓦の造物も皆無と

はいいかね，縄文，弥生時代の土器や須恵器の窯業技術のあった乙とを

考える と，文献に見 られる以前にある程度瓦についての知識はあったと

恩える。特 lζ 三韓と外交上の交渉の深かった武内宿弥の後爾たる 大和朝

の実力者蘇主主，橘，平群，巨勢の諸氏の内 ICは仏教を渡日以前か ら知っ

ていた者があ った。また応神天皇 ( 3∞年) のとき武庫港の新羅船の船火

事で日本船が延焼した償いに，新. m王が急派してきた，後の猪名部の祖

の木匠の一行はもちろん寺院のととは熟知していて，瓦の知識はあった

と思う。だが瓦の家があったとは考え られない。

と乙ろで同様な乙とは紙にもいえ ， 和紙はわが国で生産される文献

( 610年) の三百年も前倒5年〕から論語などの書物などとして輸入さ

れ，また生産も されていた節が認められ，瓦と紙が同時期に存在するよ

うになったのがうかがえる。いづれにしても瓦の歴史はすなわち寺の歴

史であり ，切り離せない関係にあり ，したがって瓦の話も仏教の渡来か

ら進めるととにする。

さて欽明天皇十三年の条に( 紀) i 十月十三日百済聖明王，仏像，仏具，

経諭等を献ず。群臣其納否を誇う。天皇之を蘇我稲自に賜う。稲田其向

原の家を寺と為す」とある。 (552年〉 続いて百済などから僧や経典が移

入され，敏逮天皇六年 ( 577年) i百済王… …経論及律師，禅師，比丘尼，

究禁飾，造仏師，造寺工，六人を献る」とある。その造寺工の内 IC，確

かに瓦工に明るい者があったとも思える。当時職業の分化が進んでおら

ず，指導的な工匠は多能的技術者が多かったからであ る。

次f C 崇竣天皇元年( 瑚年) i是歳百済伎を遺 して調を進め仏舎利，僧

(15，寺工 ，ｾ戸盤博士 ， 瓦博士 ， 画工を献ず ｊ と あり ， 初めて瓦の専門家

の来朝が文献に現れたのである。乙の乙 とあって後「馬子法興寺を飛鳥

真神原に作る」同三年「山に入りて寺の材を取る 」な どの記録が見え，

同五年「大法興寺の仏堂と歩廊とを起つ」とあり ，外来技術で初めて伽

藍の建設を見るに至ったのである。乙のときの瓦博士は麻奈父奴以下回

人である。そして推古天皇四年 ( 596年) f C 造寺が畢るとされている。す

なわち寺工，瓦博士来朝以来八年IC当り ，その間造瓦の諸準備や試作が

製造なされ，ある数の瓦工の誕生を見たのであ る。山野の草を分けて土

を探したであろう名実共に瓦業の草分けの人達である。

その聞に四天王寺，続いて広隆寺，法隆寺が建てられ，推古天皇二十

四年 (616年) f C は天皇の不予に依りその延命を願われ， i 諸伽墜を建つ

諸国の国造，伴造，復各寺を建つ」とあり，その数年後の調査では寺数

四十六カ所となっている ( 629年〉。それが持統天皇五年 (692年) Iζ は「天

下の諸寺を計るに五百四十五寺あり J ( 扶桑略記) となり， 数に間違いが多

少あったにしても僅か六十年f C ll 倍となっている。

民衆f C 無縁lζ 近い寺院のみの建立は異常という外ないが，ζ の聞の大

陸の建築技術，瓦の生産技術の向上は疑うべくも ない。 しかし乙れらの

伽藍の屋根がすべて瓦でなかった乙とは大略想像され，概して品質は必

ずしも良くないが意匠の面では優品が多く ，意匠の割に生産技術が大陸

の進んだ技術について行けなかった乙とを示している。また瓦窯など生

産I L . 関する資料も未だ明らかにされていないのが実状で，飛鳥寺の寺域

いつまでも限りならまし瓦屋の

知る人はなし

四十四番〉

日本瓦は大陸からの輸入技術で開発され，その後中世中期 K 至って明

様の刺激を受け，近世になってその流れに何か関係のありそうな近江の

人によって開発されたように ，終始外国技術の導入によって今日の隆盛

を見るに至った。瓦の語原については徳川末天保十三年沢田新右衛門の

箸わした家屋雑考に ，瓦の語原を種々あげていると ζ ろから見て も近年

まで納得される説がなかったらしい。同替に「瓦は加波良焼泥為之主主屋

字上。と見ゆ旧説に瓦は屋上の皮なれば此名ありといふ。また一説に甲

胃の古名を伽和怒といふ。古事記( 下巻) 日本紀( 崇神紀〉等 lζ 見ゆ。又

也甲を伽字. mといふもすなわち伽和羅と仰l波経と仮字違へるは和訓相近

き故転じて分れたるなるべし。又按K 続紀天平神護二年瑠璃瓦を用て新

殿の屋を葺かれしかば世K 是を玉宮 と称せし事見ゆ。 ζ は後世の青磁焼

などいふほどのものとおぼし」とある。如何にも乙じつけがま しく思え

る。広辞苑 fCは「粘土を一定の形に固め瓦窯で燃焼にしたもの。主に屋

根を茸くに用い文床敷とする」語原は対語として i K ahal aJ とある。

乙の方は仏教と共に印度から東漸して来た乙とを思わせ，瓦の沿革と一

致して納得が行く。瓦の研究は文化芸術方函にはかなり成果が上ってい

るが，業界lζ 関係の深い施工や生産方面の研究は甚しく立遅れており ，

瓦葺家の遺構はあっても度重なる改修に旧態を残しているものはほとん

ど無いようで，史話的の話を進めるにも ，筋道を通すに足る資料にさえ

とと欠くのが実状である。しかし瓦は紙と共に建築材料として古代から

の歴史を持ち，しかも両者が相反する独得の特質を持っておりながら共

に最初から規格化された工場製品の座! とあり ，もっとも進歩的な性格も

有していた。その進歩のあとを辿る乙とは両者の技術的，商品的の発達

や利用の得失価値なと ，建材の研究上有益な上に，乙れら K 類する建材

の利害や採用などにいろいろの貴重な資料を提供する と信ずる ものであ

る。瓦は幸にして現代に至っても重要な建材であるが，利用範囲は極限

されている。乙れに反し利用の高い，扱い易い紙は建材の面では発展が

少なかったが，他の利用範囲は益々高まり ，江戸時代から紙砲の大をな

すものが頗る多かった。しかし建築経師たる職人は，種々の政令κ よる

障害も多かったためもあるが，余り振わず，暇の多い職人として扱われ

た業態であった。商品価値と労力， 商人と職人の面白 い研究課題であ

る。 しかも硝子の進出は一周紙の建材としての価値κ プレーキをかけた

節もあるが，最近は紙類の建材の進出 IC，再び経師仕事が拡大の機速に

向うように考え られる。た とえば臼本の経師がソ速に出職 して大ホテ J レ

の壁仕上け. を完成した例 lζ 見るように， 発展的な変革であり ，新建材の

登場によって，その他類似の内装材などとの兼業による同品種の内装業

の統合を期待し得る時代になったと考える。古と余り変ら ぬ瓦を，紙と

それに類する新建材を頭において話を進め ，次第に大型化の婆請下にあ

る下請業の今後のあり方の参考とし ，瓦にもまた外装業の途もない ζ と

も無い乙とを考えて見たい
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から発見された窯 (斑鳩町三井東山の窯一法輪寺瓦の若返かといわれてい

る) などが古く，そのある位置から見て重視されている程度である。

さて乙のような仏寺の造営は，大和朝の指導者逮が仏教を取入れ，造

像起第の毒事大さで国民支配の具に供せんとした政策的な色彩が濃く ，初

めから鋲護国家仏教として出発しており ，恵まれぬ国民の福祉を願い ，

災禍を払いたい神頼みの切実な願とを巧みに結びつけて尊崇の対象とし

ようと したもので，国民の実生活とは全くかけ離れた存在であった。そ

の現れが寺院のズパ抜けた建物となり ，庶民の住宅とは想像を絶する迷

いのあるものの建立を見たのである 。乙の状態は六，七世紀項か ら初ま

り以後大略六百年も続いたのである。参考のために，当時臣民の実力第

一人者で，公家とさえその勢威を競うに足る 蘇我入鹿父子ρ邸構えの模

様を紀によって見ょう。 i 蘇我大臣最為が児入鹿臣家を苔話岡 K 双ベ起

っ。大臣の家を称び、て道内といい入鹿の家を送云門と日ぅ ，男女を称び

て主争といふ。家の外lζ 城柵を作り門の傍に芸品を作る 。門毎』ζ 水を盛

るる舟一つ ， 木鈎数十を置きて以て火の災 ｉｃｾｮￎ うＺ主 ｅｚ 人をして兵を
持ちて家を守らしむ。大臣長直をして大丹穂山に枠削寺を造らしむ。更

に家を畝傍山の東K 起て池を穿りて城と為 しi長起てて筒を儲む。恒lζ
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五十の兵士を将いて身に続らして出入す。健を名づけて東方償従者と日

オャノコヮ" 、

ぅ。氏々の人等入りて其門K 侍る。祖子碕者と日う。」とある( 註，つま

らぬような文献に見えるが，戦国|時代の武将の館のととと照合され参考ー

となると乙ろが多く，貴重な文献である) 。紀の筆者は蘇我氏の豪勢振

りを語ったつもりの文であろ うが，戦国時代の山閣のー豪族の家の構え

程度であった乙とは ，住宅の発達史的に怠義が深い。庭では蝦夷の父J &

子のとき「飛鳥の河の傍IC家あり ，乃ち庭中 tζ 小さき池を開れり ，のて小

さき島を池の中 lζ 興す。故l侍の人嶋の大臣と日ふJ Ｈ紀 ， 推古天ｾＡ三十三年〉

自然iζ 僅かに手を入れた程度の庭も珍らしかったのである。したがって

一般の農民は登呂などの遺跡に復元されているような惨めな竪穴住居と

大した変り栄えのしない茅屋K 往んでいたので瓦など思いもよらず，瓦

舎は寺の別名で忌名でもあったのである。

しかし三斡との交流も繁くなり ，難波IL三斡館の設置があり ，皇室で

唐伽j の儀式をi模倣する風が起ると ，その用途にあてる公式の建物から j苦

風に変化を見せ初めるに至った。すなわち皇極天皇の代 IC ，小墾聞の宮

を瓦主主K しようと企てたが果さず，内裂の大極殿だけは瓦茸とし ，また一

時板蓋宮( 拙補桧皮葺項怠照) も試みられたが，天武天皇大宝六年 (701年〉

には遂に官舎の一部を瓦葺にした文献がある。ついで聖武天皇の難波宮

の正殿の建造は瓦主主であった乙とが，山根博士の不屈の努力の結果明ら

かにされている ( 744年頃か) 。乙のように寺以外に瓦が進出を見る反面 IC，

伽藍内の諸建築が桧皮葺などのもので奇かれたものが文献に見えてい

る。寺院は貴族的の存在でもあり，寺内の隷下の人達の必要な建物の屋

根材などと差別が少なくなるのも自然であったと思える。

中世の五葺工

中世の業界は，京 ・鎌倉の政治的二中心地の併立を初め全国的に国民

の活動範囲が活溌となり ，中期以降は全国 IL配された守護大名や地方の

新興の大名の城下町を初め地方都市の発達に伴って，業界が著しい発展

を見るに至った最も重要な l時代である。瓦業としては，源光行の東海記

に「千万字の宅軒をならべ」とか「加之家屋裂を並べJ ( 吾喪鋭) などの文

献はあっても ，実は館の一部が桧皮葺で他は草屋板葺が主であり ，大部

分は一辺上人絵伝に見る鎌倉のみすぼらしい町並が真K 近かったろう。

したがって同時代の初期の主たる建築を取上げるとすれば，頼朝が商

都の諸寺の平家討伐の協力に報いるため，東大寺大仏殿の再建を主IC，

大和の伝統の諸寺の復興に助力し ，実if.i' 1を残したととであろう。すなわ

ちわが国の同時代の建築の遺構総数の三十七% に当る六十有余を大和の

地に残している乙とがそれを物語っている。東大寺の瓦は，地元はもち

ろんだが遠く三河渥美郡伊良湖の東大寺瓦祭( 三基のトンネ J レ窯と一基

の平窯とからなる) ( 昭和四十二年三月文保安指定) や，備前国赤磐郡太出村

万富の瓦窯な ど、からも供給されている( 島田氏，日本瓦発進史八木益三郎氏〉。

万富の瓦は ，その後瀬戸内海の東大寺系の寺の瓦に活躍 したと とが想像

される。( 位，万bl は平家の旧勢力圏内であった〕

次に同i時代の瓦の発達には，瓦』ζ 縁の深い仏教が，平安末から庶民の

宗教として著しく布教を見た乙とを見逃すわけにいかない。すなわち法

然，親苦言，道元，日慈の四始祖の出現により ，仏教が新らしい宗教活動

に入り ，それが偶々革新に目覚めた国民各階層内に深く浸透して，国民

のrl の窓l床の宗教となったととである。中でも真宗が良民の中 IC ，日蓮

宗が商工業者の中 IC ，格別の信徒ができ ，ついには勢余ってー授の暴発

となって民衆の集団カの強さを身を以て示すに至ったととは，建築業者

にも若干の関係、もあるだけに重視されよう。

しかしさすがに始祖逮の在世中は如何にも傑僧らしく ，道元の 「当世

の人多く造像起絡の乙とを仏法興隆と思えり ，また非なり」と し， 仏教

の造型面への執着 IC明確に否定的であったが，彼らの没後は僧俗共に次

第に俗化し ，建築の函にも現実の姿として影響が現われて来た。

まづ支配者たる武家の信仰のl早かった禅宗では建長寺，円覚寺が北条

氏の手で，京都の五山十剃や全国五十八カ国二島どとの安国寺が公家や

足利氏の人達の手によって建立された。その他は広い信徒を持つ浄土宗

の知恩院，真宗の各所の本願寺，日蓮宗の久遠寺，大石寺など数々の寺・

院の建設が，大小はあったが全国的に建立を見るに歪り ，再び造像起塔

の盛時となった。しかし旧宗派でも法隆寺のどときは，建長寺などと i時

を同じくして東院，絵搬などがテンポは遅くとも次々に改修復興が続け

られ，延々室町時代にまでおよんで・いる。

乙のような寺の増加によって，他の屋根ままのものも多かったが瓦業の

占及も大きく，瓦業が全国的に益々その裾野を広げて行った原因をなし

ており ，やがて城郭建設時代となって瓦の浪の美しさを各所に見る乙と

ができるようになった。瓦の普及は，身舎は草葺，] 庇 ・下屋は瓦葺などの

家というように屋根材の自由な撲択利用が進み ，住宅の改善や瓦屋の和

風化 ・多彩化に大いに役立つている。乙の頃になると ，大鋸の輸入もあ

り，製材の進歩もあって建具の利用が著しく伸び，和紙は障子紙への利

用が進み ，被紙用の白紙の生産ができるようになって( 七十一番職人歌合，

二十三番) 紙も重要な建築材料にのし上って来た。

中世の造瓦の紙況は以上のように遂次発展を見た。そして他の商工業

と併行して技術的には独立の段階に達し得るものも次第に増加し ，中世

末 lζ 至って俄然未曽有の瓦ブームの機巡に恵まれるに至ったのである。

そのような独立自営の推進力の一つになったと恩われる経済的原因に，

採土の入手の困難が次第に表面に現われて来た乙とが上げられる。島田

氏の造瓦七頁に採土の権利容の例示がある。埴土も売買の対象となり ，

巡i ' i その他の諸政用が数多くかかる時代になったのである。桃山期の京

都の東山の大仏殿の瓦土は泉涌寺の辺から取った( 田辺雀山氏絞) とあり ，

事実大仏殿として一番埴土採掘の適地であったろうが，たとえ天下様で

も住民への補償などがすでに必要であったに違いない。乙のような価格

構成の変化が，商品化を進める重要な因子であったろう。

次に中世の瓦工を見ょう。乙の時代になると ，大和 lζ は定着した瓦大

工もできてきて，大和盆地を主K 各寺院の瓦の出仕事IC従事していた。

また中には身につけた技術を持った瓦工が，大和，山械などから全国に

分散定着して行ったと見てよい。文献の上で明かにされる瓦大工は応永

年間( 13ω 年前後) の橘国重がある。( 駐，瓦大工，涛王彦次郎，緬吉! I I . 天沼俊一，

考古学雑誌六の六〉彼らの事紛から見ると ， 社 ミ ｾ Ｇ ｉζ 隷 属 し ていた有力な瓦工

の内には瓦大工の許に瓦工の集団を結成して，出職 して歩いた集団の存

在がなお測って考えられそうである。橘吉重は法隆寺の堂塔の瓦の改修

に関係した瓦大工で，父が国重である (註，法隆寺国宝保存工事報告書第八冊舎

利殿，絵殿，伝法院) 。吉車は 自分の関係した工事の土瓦K ，折にふれて仕

事上の種々の思いついたととを書き残していた。そ の瓦が，偶々国宝建

部物の改修の際初めて明るみに出て，ま乙とにまたとない瓦の貴重な資

料となったのである。 ( つづく〉

総面の都合により . i J I 者のご綜承を得て， 初期の瓦業の生態について記述してある下記の章

を捌愛させて頂きま した。

都城の逓股と建築界( 瓦葺から見る)

奈良期末期の遺瓦

平安朝時代の瓦業から見た業界
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建築物安全基準試案に対する意見書

日本建築協会など在阪 6 団体の会長支部長名で上記意見容を 9 月5 日付で建築省住宅局長

や関係機関へ錠出 した。

: は し が き .

1. I則和42年度建設省建設技術研究K 関わり，建築業協会が担当して技

術革新および社会経済の発展に即応 した建築物の安全性確保のための

具体的基準を策定する趣旨で研究を進めた結果，得られた成果は「構

造安全基準試案J および 「防火安全基準試案」としてi昭和43年 4 月公

表された。

2. 建築物の安全性は，現在建築基準法関係法令によって規制されてい

るが，最近の社会経済の発展により生じた建築物の用途 ・構造 ・形態

等の上の大きな変化と建築関係、技術上の著るしい開発や発展を背景と

して，乙れに即応した新しい観点か らの安全性に関する基準を設定し

更に現行法令を改めて新 しい規制を行う道をひらくと とは誠に時宜に

適した怠義深い乙とと云わなければならない。また，基準設定のため

に建築業協会が全国的な規模で，有識者 ・研究者を集めて研究委員会

を組織し ，周到な調査研究を重ねられた乙とに深く敬意を表するもの

である。

3.  二つの安全基準試案に盛り込まれた考え方は，最近の構造理論の発

震や建築材料 ・構法 ・施工技術の進歩lζ 却した もので，趣旨として異

議のないものである。しか しながら ，従来の法令の根底をなす考え方

lζ 比べれば，かなり大幅の相違点、を含んでおり，規制の実施lζ 当って

混乱の恐れはないかという疑念，また研究期間の短期に原因している

と恩われる内容の不均衡も指摘された。

このため，昭和43年 6 月大阪に於て京阪神地域の建築関係者に対し試

案の説明会が催された機会に日本建築協会が中心となっ て地域建築関

係者の ζ れに対する検討と怠見提出を求めるとととした。

4. 乙の検討は，昭和43年 7 月第 l 回会合を行って以後，次のグループと

参加者K よって各クツレープ毎あるいは総合的に数次の会合を経てJ仮り

まとめ ，更に在阪各団体の諒承を得たものである。( グループ . 1$加者省略)

安全基準試案に対する意見臼

I  構造安全基準試案について

A . 全般的な意見

1. 乙の試案に於て，構造設計については大筋として従来の方式とのつ

ながりを念頭において新技術等による追加 ・補正を行う程度にとどめ

られている。しか しながら，いわゆる合理的な構造設計基準を設定す

るζ とを目標に ，荷重および外力については再現期間，構造物につい

ては終局強度という新しい概念が導入され，建物の用途重要度等に対

応する用途係数がとり入れられたり ，従来の方式であった構造計算に

替るものとして構造試験の重視等のー述の条項は， I時代の要請に即し

た新しい方式への移行を示すもので，今後の努力によって更に充実と

展開を計らねばならない。

2.  しかし ながら ，たとえば試案施行令第36条に示唆されるように終局

強度を蕊本とする塑性設計法による構造設計を今後積極的 IC認めるの

であれば，それに必要な設計条件 ・手続 ・審査方法等について規制を

乏l ぐ必要があり ，と れに伴う各種の試験制度 ・審議会等の組織につい

ても法律的に明確化しなければならない

とのような方式を進めるための学術 ・行政両面の組織の実情は遺憾

ながら不充分であって，殊に地方IC於いては殆ど受入れ不可能に近い

乙とを指摘しておき たい。

3.  乙の試案の法的な構成は，建築基準法 ・同施行司令ならびに建設大臣

が定め又は指定する 技術的基準( 以下技術基準という〕を骨子とする

ものである。法および施行令に於て原則となる考え方を示し ，細則・

数値 ・数表 ・計算式等を低位の規定 IC移したと解せられるがとの技術

誌診によって規定する技術内容には個々に若干の不均衡が認められる

ので是正を要望したい。

また ，乙の技術主主準は極めて重要な内容を含むものであるので，充

52 

分審議の上制定を望むものであるが，爾後の改正あるいは修正につい

ても，その審議方法 ・改正手続を予め定めて法制化しておく必要があ

ろう。

なお，試案K 示された法 ・令 ・技術基準三者の取扱い方や，相互の

関連について精粗のむら乃至不統一が見られる点も併せて是正を望み

Tこい。

4.  現行法による構造設計では，建築学会の各種計算規準が広く使用さ

れているが，本試案の技術基準の内容の一郎は ζ れと近い関係にある

ので，推奨規準を掲げている学会の基準と最低の基準を定めると とを

建て前とする法令における技術基準との相互の関連を明確にしておく

ととが望ま しい。

5.  乙の試案でとりあげているのは，純技術的な問題に限られているが

乙れが法令として施行されるためには，設計K 関与する建築士 ・設計

図書を審査する官署の立場，ならびに逃反 ・災害に対する処理等に関

して建築基準法 ・建築士法 ・その他関係法令につ いて必要な改正や整

理が併行して遅滞なく進められなければならない。

B. 箇条別意見 ( 省略)

E  防火安全基準試案について

A. 全般的な意見

l  試案に於て，人命尊重を第ーとし，そのため安全有効な避難手段の

確保lζ 重点をおく乙とに賛成である。 但し，要避難者について，その

要避難者のいる位置の条件と要避難者自体の状態に留意する ζ とが重

要であり ，更に火災発生建物内の人命ばかりでなく ，周囲の延焼危険

のある建物内の人命および消火救助活動K 従事する者の人命にも考臓

を払う乙とが肝要である。

2.  物質的損害の軽減については，延焼によって第三者に損害を与える

場合と大火となって社会全般に広範な被害を与える場合を除き ，避難

完了後の当該建物の損害は従と考える方針に原則的に賛成する。

但し ，延焼の危険が長時間に亘るような鎮火のおそい火災は，一般

市民に大きな心理的な不安をおよぼすので，物質的損害は法の規制外

として放置しないで何らかの規制は必要となろう。

これに関連して設計・者の窓図した防火性能を建築主や使用者に徹底さ

せる方策が併せて考慮されなければならない。

3. 乙の試案IC於て，避難についての規制条項が欠けているのは巡憾で

あるが，建築センタ ーが策定した「建築物の防火および避難に関する

主主準整備基本方針J は，乙の問題について貴重な示唆に富むものであ

り，乙の機会 lζ 避難関係の規定の整備を望みたい。

野luc ，二方向避難の原則と避難路の途中又は端末部の出入口部分 lζ|溢

路となる部分をつくらぬ原則とは必ず成文化されなければならない。

4.  建築物の防火性能の分類として，現行法にある簡易耐火構造を廃止

し，試案のように耐火構造 ・不燃構造 ・防火構造の三種とするととに

賛成する。但し，火災の実f青からみて，不燃性の程度は建築物全体と

しての可燃物の置が大きな関係をもち，また火災 IC伴なう人命の損傷

は，ガス ・煙の発生に関連性の強い乙とに注意を払うべきであり ，防

火性能を火災実験によって判定し ，設計上の指針とする 道を研究する

必要があると考えられる。

とのような観点からすれば，防火性能の判定はその建物の用途 ・規

模 ・可燃物量 ・周囲の状況により大きく左右せられ，階数による差巡

はむしろ従と考てよい。

5  試案において耐火設計に関する新しい提案があるが，趣旨は理解で

きるとしても ，実際上火災時の熱応力については，検討不充分の段階

であって適用はl時期尚早と考え られ，また火災規模(設計火災時間等〉

の算定については ，，煩対 ｉ ｾ をさけるため簡明な表によって適用すれば ，

実用上充分であり特別な場合にのみ算定を行えばよいと考える 。

6  防火区間 ・安全区画なる用語の使用は不明確である。使用する必要

のあるときは，定義と相互の関連性を明らかにされたい。

B. 箇条別意見 ( 省略)
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月間の動き

口 昭和43年 8月分 口

理 事
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15日 4 時- 5 1侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑，塚本正副会長ほか 9 理事

議事(1)国家褒笠候補者推せんの件

(2)秋の叙勲候補者推せんの件

(3) 第 9 団関西都市 ・住宅会議共催の件

(4旧本学術会議第 8 期会員候補者推せんの

件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

出 版 委 員 会

施工部会

2 日 6 時- 8 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者荻原、部会長ほか 9 委員

議事(1)郎会企画図容について

(2) 部会の速営について

意匠計画部会

22日 6 時- 8 1時半於会館集会室

出席者 小林部会長，川|上，原幹事ほか 5

委員

殺事(1)郎会企画図省ーについて

(2) そのほか

編 集 委 員 会

都市のアクセサリー打合会

3 日 11時- 3 "寺於会館集会室

出 席 者 高 木 委 員 ほ か 2 名

議事(1)10月号ニ都市のアク セサリ ー特集につい

て

委 員 会

9 日 4 時- 5時 半 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 6 名

議事(1)9月号= 群と しての住居特集報告

(2)10月号= 都市の アクセサ リー特集報告

(3)1 1月号= 青年技術者特集報告

(4)12月号について

(5) 来年の編集方針について

常任幹事会

9 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 3 常任幹事

議事(1)来年の編集方針について

(2)12月 号 =新都市計画法をめぐる諸問題特

集号の編集幹事( [ ついて

作品作風小委員会

20日 6 時- 9 1待 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 主 査 ほ か 7 名

議事(1)10月号作品決定

(2) 11月号の作品について

(3)10月号= 都市のア クセ サ リー特集! とつい

て

作品作風小委員会

24臼 1時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 主 査 ほ か 2 名

議事 10月号= 都市のアクセサリ ー特集につい

て

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

5 日 6 1時- 9 時 於会館集会室

出 席 者 上 田 副 委 員 長，佐藤幹事

議事(1)本年度第 l 回の事業企画について

(2)小委員会の逮営について

(3) そのほか

懇親会小委員会

6 日 6 時- 9時 於 あ や め 館

出席者 岡本副委員長，打浪幹事，ほか 2 名

議事(1)9月の委員会委員懇親会の企画につ いて

(2) 忘年懇親会の企画について

(3) そのほか

見学会小委員会

8 8  5 時- 5 時半 於会館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，窪田幹事ほか 2 名

議事(1)7月に実施した見学会の報告

(2) 9 月lζ 実施する見学会について経過報告

(3) f 云統工芸の見学会について

(4) 9 月- 12月の見学会企画につ いて

委 員 会

8 日 5 1時半- 7 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 政 岡，岡本，山野正副委員長，窪

国，三宅幹事ほか 7 委員

議事(1)各小委員会の事業企画について

(2)10月 - 12月の事業企画について

(3)そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ート 編 集 委 員 会 |

編集A グループ打合会

9 日 正午- 3時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 川 幹 事 ほ か 4 名

議事(1)目次について

(2) 次回の企画について

編集 B グループ打合会

9 日 4 時- 6 1侍 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほ か 2 名

議事(1)目次について

(2)次回の企画について

編集 C グループ打合会

10日 正午- 2 1時 於 会 館 3 階会議室

出席者樫原幹事ほか 2 名

議事(1)目次について

(2)次回の企画について

編集幹事会

13日 61侍- 10時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原 ，松村正副委員長ほか 4 名

議事(1)総目次について

(2) 掲載会社の確保について

(3) 各編集グループの作業について

(4)会員よりの編3廷に対する希望，意見の聴

取方法について

委 員 会

21 日 5 時半- 8時 半 於 北 水

出席者 中原委員長ほか13名

殺事(1)総目次について

(2) 各編集グループの作業，出版工程につい

て

(3) 掲載会社の確保について

(4)会員よりの編集 K 対する希望，意見の磨、

取方法について

(5)そのほか

編集D グループ打合会

27日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 3 名

議事(1)掲載会社の確保について

(2原稿の〆切りについて

(3) そのほか

編集 C グループ打合会

29日 11時- 21時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 日本ペイン ト，関西ペイン ト， 中

村塗装，三木塗装，樫原幹事ほか

3委員

議事(1)塗装工事の企画につ いて

編集A グループ打合会

30日 5 時半- 10時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 川 幹 事 ほ か 3名

議事(1)No. 11 (44年 l 月号) 発行，鉄骨工事 シー

ト企画

(2)仮設工事，土工事，データシ ート 掲載会

社の編成 と現況について

(3) 編集グループの作業と工程について

| 住 宅 委 員 会

住宅ス ライド小委員会

12日 5 時半- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 山 主 査 ほ か 2 名

議 事 撮 影 したスライ ドのまとめについて

| 建 材 委 員 会

委 員
A  

=  

31侍- 51時 於 会 館 集 会 室29 日

出席者 堀内 ，香取正副委員長，森田幹事

ほか 8 名

議事 軽量 コンクリ ート の特性について

安 全 基 準 試 案 検 討 会 |  

7 8  2時- 6時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野，鷲尾氏ほか11名

議 割1)安全基準試案各グノレープの意見書検討

(2)窓見書発表形式の件

148 6 1時- 91待 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野，鷲尾氏ほか 3 名

議 事 窓 見 書 ま とめ文案

21 日 6 時- 10時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 坂，獄尾，伴，佐野氏ほか 13名

議事 「安全益準試案』ζ 対する意見書」につい

て段終打合せ
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鉄 骨 精 造 設 計 講 習 会

25日

27日

各日共

共 催

岡山建設会館

広島平和記念館織笠

9 時半- 17時

間山 岡 山県建築士会本会中国支部

広島広島県建築士会本会中国支官官

諮 師

鉄骨構造の考え方

ｾ尾健三氏Ｈ大阪大学Ｉ

構 造 計 画 木 田 幸 夫 氏 ( 大 林 組 )

構 造 設 計 長 問 正 雄 氏 ( 大 阪 事 務 所 )

断 固 算 定 宮 川 達 郎 氏 ( 泉 事 務 所 )

鋼管構造と溶接設計

若林葉津雄氏( 日建設計)

i断持者

岡山 120名

広島 170名

建 築 8団 体 事務 局 打 合 会 |  

1 日 l  時半- H 寺於会館集会室

出席者 10名

議事(1)スエ ーデン都市計画写真展共催の件

(2)第? 回関西都市 ・住宅会議共催の件

21 日 l  時半 - 4 1侍 於 会 館 集 会 室

出席者 9 名

議 事 第 9 団関西都市 ・住宅会議の収支予算お

よび講師ならびに開催日時などについて

打合せ

3会 事 業委 員長 打 合 会 |  

22日 正午- 2 時 於 会館集会室

出席者政岡協会委員長，西村士会理事，

高木学会幹事ほか事務局員

議事 9 月以降の共催事業について打合せ

万 国 博 に 協 力 す る 建 設資 材 展 示 会

実行委員会

8 日 正午- 2 時 半 於大阪主主設業協会

議事( 1) 展示小間申込状況報告

(2)ポスタ ーについて

(3)材種配列について

(4)パビ リオン等絞型について

(5 )ポスタ ー， ｦ ほｾ主主掲示場 所 について

宣伝部会

28日 l 時半- 4 時於大阪建設業協会

議 割1)参観案内先についー
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(2)1懸垂幕掲示場所について

(3) ポスタ 一発送先について

(4) 招待者について

(5) ラッキ ーカードについて

(6) 手さげパッグについて

(7) 出品者名簿について

建 築基準 法 改 正 案 説 明 会

19日 2時- 5 時半於日本建築学会

本会より土居法規委員ほか 1 :名出席

会 員 名 簿 広 告 打 合 会

16日 5 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 事 務 局 5 名

議事 小間広告申込状況の検討

8月 の 入 会 者 〔敬称略〕

〔団体会員 1  ;社〕

太洋電機工業株式会社

〔個人会員 31名〕

青 木 亮 斉 藤 有 弘 木 本 栄 治

架t I ! 邦男 斉 藤 三 郎 平日l 浩機

総 本 正 明 須賀好i J 深谷浩一

悶悶 実 国頭良之助 勝 j宇 治孝

柏谷 保 田 中 敏 夫 右岡 広

亀 井嘉鶴見 荷 量 消 弘 持j 影 樹

川ノ上嘉文 土 居 唯 宏 湯 浅 定 信

木 原 義 照 内 践 正 克 淀tt 鎚 i宝

較谷 {言保 中 居 正 史 若 ffi iEn配

小 山 並E青 長 浜 ι  ... ‘  

甲 元 国 雄 線 来 利 明

〔准会員 3 名) ( 氏名省略)

法隆寺再現壁画六号盤の観音菩藍 ( 部分)

法隆寺展

43.8.31- 9.23 

京都会場( 京

都市立; Q 術館)

国宝 ・多聞天 ( 金堂 ・木造四天王立像から )



建 材 の 頁

信用e!b 6技術ど伝統の

7X771LトZ事専 業 大J吉

誓言矢保商由

大阪市北区真砂 町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 ｾｉｉｉ＠ I 山中 1111メ-1ヒド伏 j凶4 ー 1 (失手11 ビル )

¥((j迫' ，li:，/i ｾｉ ｉ ｉ＠ i  ( 33)  0881- 3  

支 底 )(1;)": di -ltl><Jii' ，;::llI f 50(  ' ; ; ; : ピル 51; 粁 502 ¥)-本 )

[( ( j凶'ι ，fli )、 1;)": ( 364) 2031- 4  

倉 庫 川 I I  dl パ介lメ 八 11橋地 1 - 5  (' ，li: Ji @  2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法を

前 ＮＢＱ Ｑ ミー問ｾ帯
マー フエク卜な冷工法 号 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎社
東 京 都 中 央 灰 銀 座 西 8 - 3 電 話 (571) 2703- 4  - 2370 ・4064 - 0264 

大 阪 出 張 所 大 阪 市 r . sI: ，¥区都品 中 通り 5 - 4  1世話 ( 921 ) 2497 -( 922)  7280 

名 古 脱 出 張 所 名 古 hl ，[i 南 区 来 信 町 33 電 話 ( 811 )3 6 6 0 - 3 1 0 4

|問 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今 里四丁目 40番地

電 話 ( 981  )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  
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創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 -給 排 水 衛 生 -水 族 館 設 備 施 工

芸2 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東京都千代田区丸の内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大問ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札映市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代間ピル 5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京 都 后 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(代) 1781  

社

空 調設 備 の頁

暁

大 阪 庖 大阪市西区土佐姻通 l の 1

本 社

出張所

冷 暖 房 y  ｾ守抑サッシ

給俳点、衛生ホ辺 正ｾ 環 境 術 生nt H量

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 r ーー可? 化 学 鉱山 機 械

= 幽 T 温室株式→・巨士・r 1 : : '

- ー句珊. . L 現号 会 社 ノ 、 防 災 J ι J 口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 値 口 ) ] 券 栄

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 佐地 官官符 大 阪 (202) 代表3071

本 1高 東 京 ・日比谷 三倍ピル

支 庖 名 古 峰、相 l出l、札脱、 広島、仙台、笛山

出 強 所 t，I'W'<、金沢、 静問、 高松

設 計 ・施 工

郡朝日互業社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

大阪市東淀川区加 ｊＺｾｾ 町 ＳＵＷ

向 上

東京都港区芝浜4世間f 2 ー 7 ¥l i 鴻 (434) 6171 ( 大代)

北海道 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 仏 稲| 向

車11 io ・雌 関 横 浜 神 戸

HL話 ( 302) 2271- 9(代)
i[ ， 応

大阪支社

東京本社

支 京

営 業 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃 商 会

大 阪 市 北 区 羽 田 町 16 番 地 電話 ( 364) 代表7031

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電路( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・ bI 山 ・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

株 式 会 社

社

庖

本

支

斗晶 .，6、

エ¥， J .玄

?ヰ久n:fi

英 雄

;le，;，ri ( 201)  0 181(イに )

'，U:"，fi (  363)  4108- 9  

'I [.L川町 ( 231) 3046 ・6007

ｾｬ￨ ，［，ｦ［＠ ( 74 )  6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

暖冷房・換気・温湿度調整・衛生諸設備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株

代 表 取 締 役 1] 11
1  

大阪 lU，; 長所長 猪 俣

点以/ 1111[' 央|正 11 本 紙 泊 3 ー l

大 阪 市 北 ! 正 樋 ノ 卜 . IlI f  5  

ｲＢｬｪ 片ｾ tli 1['十J ) L /  ÎJ 2  - 17 - 10  
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取締1支社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 1↓t 1吐 Tf" ;1: l↓{ 之四I 三 r n  - h  

，自治大目立( ! J : l l ) f¥ 点 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

資 材 倉 庫 大 阪 市bluIU><]f i工点之町汀 11 ・ iliMi 大阪 (931)7ωl

奈良営業所 公良県御所" ;1，卸11; 1泊り :1 6 0 百品御所 2 2白:)7 . 42!i 0  

.. 

各 種 電 気 工事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

本 社 大 阪 市 西 淀 川 区 柏 隼 町 1 丁目 1 1  0 番 地

tlt 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

支 宿 東京都品川 区西五反田 6 T 目25番 11号( 福 島ピノレ)

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・ 0350

営 業 所 北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

出 娘 所 群 馬 千 葉 ・ 和 歌 山 ー名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

取締f支社長 川 '1'1 Ｇｪｾ＠

本 社 大 阪 r! i 凶区北J " } [ [ ¥i_[ 1::;必 1 r 日6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・ 7!48- 9  

日 業 所 東 京 ・名 占 lゼ ・広 jU - 悩 同

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 永 造

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

点 京 支 山 東京都港区新情 5 - 3 4 - 6 . f 目馬ピル 5 階

電話 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

出 張 所 大 阪 商 ・札幌・名占昼 . iJ LJ 11 rn . 松山 ・徳山



建 材 ・そ の 他 の 頁

亀

窓、掛、鍛帳、日際、壁紙 室 内 装 飾 織降、舗床材一 般

東洋リノリュームの東 リ ' 1 1 - ぺ11 } ト発売元

社
ふ
一

A

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋 )

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

式株井

ト弓 1 ・ヒr ム軍

ペンチt-9ー・ミ〉オ;ーjレ

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

⑩ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タ イ ル 新 発 売

サ ン エ ス

5 5 5  

( カタ ログ:i i ! i _3D

⑪ 容 P1芹界8 業靭脅昂

. 内 念 宮 内 ゴ ー レ ック ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 ヱ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

Board &Sl ate Standard 

本社営業所、犬阪市東住吉区駒川町 3 - 54 ｾｉＩ［話 Ｈ ＷＰＲ Ｉ 代 ＷＸ Ｑ Ｔ Ｍ 6  

特約代理庖 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・広 島 ・今 治 ・ 福 岡

フ タ パ 需 3阪

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ弓 ｊｾ ュ，Ｎｾヨル
. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

. 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スー ｊｾ ・ｊｴ ＧｊＱ レＧｊＧｾ克明ル Ｈ ｓｐ ｍＩ

Ｂ弓ースー ｊｾＭ ｊｴ ＧｊｉνＹＢ 克明ｾ (C S P M)  

フゲス l二毛/ 熱 } : : ι

函すを・薬品 l三毛J

大太夫で・1オ

. 新 時代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す
. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電 話 大 阪 (481) 8085- 9

大 阪 宝 庫 尼崎市北軒町 4 - 41(古川ピル) 電話大阪 (481)8085- 9

車京宝庫並工場 埼玉県車市東町 2 - 2 0- 4 電 話 膿 (32) J  11  5- 7  

宣 車 ・出張所 郡山八幡名古屋川崎岩国宇部・延岡・粒賀・三原・臨品・徳山

Jf IJ I !J ｾ＠ ｊｾ メヲル製造株式会祖
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• • • • 圃• • 責 任 施 工

実 111化冬季の

色メン阿君ァ? に

製 造 発 売 元 ・

話 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 附 2723

特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

N. G. C. 式

内タトｾ業株式会結

。3

大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地工場

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

套22 三 高 製 作 所

ド ア ー• 

• 

盟11

曲目i

ス チ ー ル

J 7 } レミ

ス テ ン レ ス

似
ー

す
~
『

M

-

K

-

刈

-

T

-

J

~

一
M

F

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -武川、 f 実※ 特 許

/1¥俣シャ11/9- 工業株式会社大阪支庖

工

イ乍

施

言十

製

設:

近代建築の要求す、る
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sss混合プラスター( 上塗用・白色)

sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

sss プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスターsp  ( 発泡軽量コンクリート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石 膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 姫路 di 神屋町 4 丁円 77

東京営業所 点，; "(r，rs新宿 I烹京大久保町 1 の331

中部営喋所 瀬戸 di 市 場 町113

大阪営業所 大阪，Ii ｾｴ ｲ＾＼Ｚ堂 ｊＺＺｪ 北町 ＲＰ 藤 ｲｮ ビ ｊ レ北館

経路営業所 姫路 di 神医師T 4 T n 7 7

福岡営換所 !i，¥問 di じ附282の 3

T  E  L 0792 (22 )  3837- 9  

T E L  03 (351 )  6962 

T E し0561 (82 )  9185 

T  E  L  06 (344 )  6526 

T E し0792 (22 )  3837 - 9  

T  E  L 092 (87)  6419 

つ
--

キ

柏 原 涯
青 株 式 会 社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  

建 材の 頁
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建 材 の頁
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→ 一 ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

Ｎ｝ ｅ ｮｅｬｩｪ ，ｾ ョヌ
ポ リ プ ロ 70 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ンの 特徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独特 の 新 方 法 を 加 え

ニー下ルの欠点を全く解決した驚異的な…………… ｉ ，ＺＧｾ ョス

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特 許 )

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く 、 耐摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群・・・

土 足 の と こ ろ に 絶 対 強 く 、 フ レ ヤ ー の 起 ら な い … … … … … … ，2- D: ; I，ミチョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 臭

腕

電 植 、 ナ イ ロ ン 1 0 0 % .・ a・・-⑮・ ..0IIII‘。.
量ｾＮＮ _  ... 喧・・Ｇ、ｾ ..量量-

= 手f - ，@#-1I' O : '・“ 、. ，r -
デ ラ ッ ク ス ・・・ ・ス ベ リ 止 め 加工、 重 畳 J惑 の あ る豪 華 さ。

ス タ ン ダー ド ・・・・ ・装 は 板 ゴ ム で 特 に 工事 向 の 1il 日栴 o

A 大 誠 化 工 株 式 会 社 2225忠221Z212UZZ(; :: ;; t 訪 問

⑧ 
.  .・

/  

⑨ お 苛1$屋 の ム ー ド は壁 材 の 美 し い 調 和 で ・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

卜F 総キt I "，r 付 ) - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ

- い す 3・か ベ
.  /、.  

ヒ‘ ロ ン • ...i 、 く よ か ベ • i一育 j買E

• 

- 爵 香

- 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ lナ - 錦 上 壁 K (  f・R 繊 キ11，Ｂ，ｾ材 Ｉ

- ス - . " ーウ オー ル • 1尚 雲 コ 一 コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル (  H 織 品 t I 町 村 ) - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 育E

- あ け
ほ:、

σコ - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 作 .，1< "，'. )  

- 新
鼠1

壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈ ｼ坊火繊斜 ＱＱＺ ， ｾ Ｑ Ｇｾ としてご使 Ｉ Ｑ Ｑ の 館 ｬ は上。 ｩ 山向』 ｬｉ ， に ｹ ンケン防火斉 Ｑ Ｑ を ｩｬｴ 入のことＩ

. シンケン| 幼火舟IJ ・1幼J.，!l 市IJ エ パ コ ン . 1価。ti !il: .剤 オ ー ト ン ・化'γ ・掛j ス ー パ ー シ ン ケ ン 綿11 ( 令同有名主11材 l出に有)

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市西 区 114 ツ 焔 T  E  L  ( 538) 2951代 ( 541) 5757代

公業所 以 h
l

，Ｎ 人 Ｑ 仮 ー 明石丘ｾ ｽ ｾ ｾ制問
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日本建築協会優良謹明

各診

?-s- qイトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

本 社 大 阪市 東 I矢崎骨組 I I I T2- 3 1 (船越ビノレ ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・2628

連 給 所 定 尻 市 日 台 上 の 池 電 話 t 嫁 ( 86) 2153 

出 吸 所 地 問 点 京 (431) 8648 ・1'， 内 胤 (3 31) 1531. 1111台 ⑮0721 ヰLi tJ i ⑪11 11

オォータイ ト式 防 水 電 話 大 ± 工 業 向 松 ( 2 )  0016  安i j ; 車工 'f. 相 関 ( 28) 5  2  0  7  

工 事 代 行 底 牧 水 位 材 広 烏 ( 61) 6  3  7  1  

句F I " I6. 防水剤

マノール防水剤は 、屋上、内外壁 、地 下 室

などのモルタルやコンクリート 、 ブロ ック

の防水、防湿に最適です 。

その上 、亀裂予防はもちろん 、作業能率も

著るしくあがり、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与17-T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セ メ ント 走E i包斉t l )

ヱ ア コ ー ル

( 空気迎行剤 )

山 富 兎 警 慧

主主 油脂，( 1 : 工事主

東京都品川区大井ト 15イ 電東京 ( 774) 4111代表

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 屯 大 阪 (971) 4  765- 6 

名古屋営業所 名古屋 市中区門前田T 5  - 3 7  電 名古屋 (231) 5440 

福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下里子寺迷原 港 福 島 (34) 7 4 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 1 2 ー 5 0 電 盛 岡 (22) 2204  

. 基 礎 施 工 の 悪 イ 際 件 を 克 服 す る

言 葉 置 式 自 信 三 踊 杭

特 許 ・ 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案. 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 首 智 工 務 断

本 社 大 阪 市J.I[ 区 高 関 橋 2 - 2 0  ( 高 麗 新 ピ ル )

T E L 大 阪 (202) 3233( 代) .  7501 ( 代)

名 古 屋 営業 所 名 古 屋市 中 村区 船 人 側T l - 12(服 部 ピル )

T E L 名 古 届 ( 582 ) 3  0  3  6  ( 代 )

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3  .  3  2  2  4  

名 古 屋 工 場 混 ぜ 知 県 海 部 郎 弥 忽 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 )  1  1  9  1 ・1 1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

P 5 80Aレディメードサッシ

P A80A.  P A  70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 11 米) ; ( nJ S  T' 代 四 区 大 T IIl J  2  - 8  T  E  L 点 点 ( 270) 651 1 ( ) d¥:l

大 阪 支 J，I{ 大 阪 市北 区 梅田 町 4 7  ( 新阪神ビノレ) T  E  L 大 阪 ( 34 1) 4331 ( 代 )



技 術 の 日 立

建築と社会“ A RC HI TE C T URE A ND  S OCI ETY" 第49輯第10号

・昭和43年10月25日発行(毎月 l 固25日発行) ・昭和24年 3月19日第3種郵便物認可

分 速 3 0 0m

日本一の超スピード/

3 6階 を わ ず か 3 5秒 一一一一

話 題 を 呼 ふー地 上 1 4 7 mの 霞 が 関 ヒ' ル 。

マ ン モ ス 都 市 東 京 を 眼 下 に 、遠く富士 を

望 む 3 6階 の 大展 望台 へ 目 立超 高 速

エレベータがわずか35秒 で ご案 内 し ま す

介 速 300 m の エ レ ベ ー タ の 中 は 、 ス ピ ー

ド を 感 じ さ せ な い 超 ス ピ ー ド の 世 界。

快 適 な乗り 心 地に訪 れる人々は感 嘆 して

い ます 。 もち ろん わ が 国 で は 、 最 初 に

開 発 さ れ た超 スピードのエレ ベ ー タ で す

--4 1・ . . 日 本 の 超 高 層 ビ ル 時 代 の た め に一 一 一

可E ーーョ， 独 自 の 技 術 で 切 り 聞 い た

8nl l 古速〒LI I 砲 田 ム レ ー

日 立 製 作 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区梅 川 2 番地 ( 第一生命 ピル) T E  L  ( 361)  1301大代

信 頼 さ れ る

バ イ オ ニ ヤ
/ノ

米 M P ボイラ

公 害 部 門

大 気 汚 染 産 業 廃 水 を

一 挙 に 解 消 /

ボ バ

イ l

ラ ナ

部

門

米 T P 水 管 ボ イ ラ

( 日本鋼管業務提携製品 )

米 M P - 3 T パーナ

米 M P - メカバーナ

米ガスリアクタ

( 産業廃水処理装置 )

炉筒煙管ボイラの元祖

昭和28年に第 1 号缶を 株式会社平川鉄工所

東京伊勢丹百貨庖に納入
本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 丁 目 11番地 電 話 大 阪 ( 458 ) 8681 ( 代 )

東京支庖 東京初中央 区 八重 洲 Ｖ の Ｗ 城辺 橋 ピ ｊ レ Ｇ Ｔ ￎ ， ｾ 古東京 Ｈ ＲＷＲ Ｉ ＲＷＲＱ Ｈ 代 Ｉ

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 1 の 6 中日ピ J レ 徒 話 名 古 屋 ( 262 ) 2451 ( 代 )

札 幌 26- 8  0  1  8 福 岡 76- 3  1  4  6 滋 t:i ょ .rt¥ ( 里子 il ii 7 ) - 1 4 5 0

- ご入会の お申込みは ・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替 口座大阪39975番

定価 300円 ( 送料共)


